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Ⅰ 開発教育指導者研修（実践編）の概要  

 

 

 

■ 目的 ――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

本研修は、中部地域における開発教育の中核的な指導者を育成することに加え、指導者間の連携強化および

ネットワーク形成を行うことを目的として、開発教育の理論や具体的な教材事例、参加型学習の理論および実践

方法（ファシリテーション）等の指導法の体系的な学習をするための研修として実施する。 

また、研修受講者は、学校･地域等における教育現場において自主的に開発教育を展開するほか、JICAの開発

教育指導者研修（初級編）において指導を行うなど、地域の開発教育の中核的存在となることが期待される。 

 

■ 内容 ――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

(1) 研修のねらい 

４回の研修と実践報告フォーラムを通して、受講者自らが体験的に開発教育・国際理解教育の学び方を

学び、この教育の目的、扱う内容、参加型手法についての理解を深め、実践者としてのスキルアップを図

る。 
 

(2) 研修日程・内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
      

Ⅰ 開発教育指導者研修（実践編）の概要 

回 日時 タイトルと主なねらい 

第１回 

6月21日（土） 

13：00～17：00 

6月22日（日） 

10：00～15：00 

開発教育・国際理解教育の概論 

－テーマについて学ぶ・テーマのために学ぶ・スキルを育てる－ 

・開発教育・国際理解教育の目的、内容、方法について理解を深める。 

・学習者主体の学びと持続可能な未来のためにできることを共有する。 

第２回 

7月19日（土） 

13：00～17：00 

7月 20日（日） 

10：00～15：00 

開発教育・国際理解教育にできること 

－“参加型”で価値観を育てる・気づきを行動につなげる－ 

・人権と環境と自分たちについて、参加型で学ぶ流れを体験する。 

・“参加型”の目的を確認し、人の行動変容を支える 3要素を理解する。 

第３回 

8月23日（土） 

13：00～17：00 

8月24日（日） 

10：00～17：00 

開発教育・国際理解教育の作り方・進め方 

－参加型プログラムの作り方と学習者主体の場をデザインする－ 

・参加型プログラムの作り方と参加型手法を習熟する。 

・模擬ファシリテーションを通して、実践のイメージを持つ。 

 
９月～２月：各自、学校の授業などで実践！  

11月 15日（土）、1月 17日（土）13：00～17：00 

実践のフォローアップ会（自由参加）、 

フォーラムでのワークショップ提供チームの検討会（有志） 

第４回 
2月21日（土） 

10：00～17：30 

人を啓き、社会を開き、未来を拓く！ 

－つながり・つながる 開発教育の可能性－ 

・実践の成果と課題を共有し、開発教育の可能性を確認する。 

・実践報告フォーラムの準備を行う。 

実践報告 
フォーラム 

2月22日（日） 

10：00～17：00 

・一般の参加者への実践内容報告、体験ワークショップの提供、教師海

外研修報告、過年度受講者との交流を通して学びの好循環をつくる。 
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(3) 場  所 JICA中部 なごや地球ひろば２階セミナールーム 
 

(4) 対  象  

 小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の教師、教育委員会の指導主事、地域国際化協会職員、

NGO／NPOスタッフ、JICA海外協力隊経験者などで、開発教育・国際理解教育を実践する場があり現在

実践されている方 
 

(5) 参加条件  

① 原則、全研修日程に参加可能な方  

② 所属校や地域において実践を行い、実践報告シート（A4版1枚）を 2月中旬までに提出すること、実践

報告フォーラムで発表すること、報告書冊子や JICAウェブサイト等で学校名、氏名とともに公開されるこ

とに同意できる方 

③ 本研修に関わる連絡・情報共有のため、Eメールアドレスでの連絡が可能な方 
 

(6) ファシリテーター  

 （特活）NIED・国際理解教育センター 代表 伊沢令子 

 

 

 

 

 
 
 

(7) 受講者数 

36名 

所属…小学校 20名、中学校 10名、高等学校 3名、特別支援学校 1人、その他 2名 

     地域…愛知県 27名、岐阜県 3名、三重県 1名、静岡県 4名、滋賀県 1名 

     年代…20歳代 10名、30歳代 14名、40歳代 9名、50歳代 3名 

過年度受講経験者…9名、教師海外研修同時受講者 9名 
 

ERIC国際理解教育センターでの研修を経て、1998年に名古屋でNIED・国際理解教育センターを設立。現

在は、自治体、教育委員会、国際関係団体、大学・学校、NPO/NGOなどの依頼により、年間 100回以上の参

加型ワークショップを実施している。当該研修は 20年以上ファシリテーターを務めている。 

◇ NPO法人NIED・国際理解教育センター 代表理事 

◇ オルタナティブ・スクールあいち惟の森 テーマ・スキル学習コーディネーター 

◇ 中京大学「国際理解教育論」、愛知学院大学「ファシリテーション」非常勤講師 
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「開発教育・国際理解教育の概論」 

－テーマについて学ぶ・テーマのために学ぶ・スキルを育てる－ 

■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆日時：2025年 6月 21日（土）13:00～17:00、 22日（日） 10:00～15:00 

◆場所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ 

◆参加者：［1日目］受講者 37名、NIEDスタッフ 8名、JICAスタッフ 4名、オブザーバー5名 合計 54名 

［2日目］受講者 37名、NIEDスタッフ 8名、JICAスタッフ 2名 合計 47名 

◆ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊澤令子 

■ 第１回ねらい ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ○ 研修の目的と全体像を確認し、研修に参加する仲間同士知り合い、学び合う場の基盤を築く。 

○ アクティブ・ラーニングを通して、本教育の目的・内容・方法について理解を深める。 

○ 「世界の持続可能性」から、現状と課題、解決に必要なもの、教育の使命を考える。 

＊ 「みんなに関わるチカラ（社会性・市民性）」のスキル・ビルディングを学ぶ。 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ セッション１ 共通基盤づくり                                                                  

 

1． 開会  

◇開会、開催にあたっての留意事項  ◇主催者あいさつ  ◇JICA と NIEDのスタッフ紹介 

 

２． はじめに  

◇本研修の目的と概要説明  ◇第１回のねらいの確認  

◇ワークショップの 3つのお願い（協力、尊重、守秘） 

 

3． アイスブレーキング  
 

① 参加者アンケート（４つのコーナー） 

◇ファシリテーター（以下「Ｆ」という。）が出したお題に対して自 

分の考えに一番近いものを選んで移動する（県・市、所属、

JICA中部に初めて来たか、など） 
 

② 「言いたいこと・知りたいこと」 

◇自己紹介をし合うときに、「自分が言いたいこと」「知りたいこと」をグループで１つ決めて、全体共有 

→ 「言いたいこと」を２つ選び、カクテルパーティー方式で多くの人と自己紹介し合う 
 

③ もっと知り合おう！ １分間自己紹介 

◇グループで、３つのお題で自己紹介し合う ⅰわたしのウリ、ⅱ今はまっているコト、ⅲ研修参加動機 
 

★【フ ァシリテーターコメン ト 】 …アイスブレイクは、場の緊張をほぐし参加しやすい雰囲気をつくるためのウ
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ォーミングアップです。「４つのコーナー」は、参加者が話す必要はなく「移動するだけ」のシンプルな形式でハード

ルの低い活動。身体を動かすことで自然に場が和らぎ、互いを知るきっかけになります。 

最初に、このハードルの低い活動を行い、参加者が主役になる流れをつくりました。その一環として、１人の参加

者にバトンを渡し、ファシリテーター役も体験してもらいました。その後の自己紹介では複数のお題から話す内容を

自分で選ぶ形をとりました。これは人権尊重の視点から「選べること」を大切にする工夫です。 

ファシリテーターからのお願いの１つ目は「協力」です。自分の意見を伝えつつ、他者の意見も丁寧に聞き、意見

が分かれたときは代案を出し合って合意を目指すこと。そのプロセス自体が「協力すること」の実践です。  

 

■ セッション２ 開発教育・国際理解教育は何について学ぶのか                                     

 

4． あなたが変えたいことは何？ 私たちが生きる社会の課題 

 

（１）あなたが変えたいことは何？ -自分・日本・世界／何を・どうして・どのように-  
 

◇自分･日本・世界それぞれについて、自分が変えたいことは何か考えマトリクス表に書き出す 

◇日本と世界について書き出したことから２つを選び、「なぜ変えたいのか」「どう変えたいか（望む姿）」を考え

る→ 選び、考えたことを１つずつグループ内で共有 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …「マトリクス表」は、参加型の手法の１つで、「考えていること」を可視化する

ための方法です。「あなたが変えたいことは何ですか？」と口頭で問いかけるのではなく、表にしてみるという“考え

方の枠組み”を用いることが、参加型の手法の特徴です。最初に行った「4つのコーナー」も、「分類する」という参

加型の手法の一例です。このように、参加型の手法には大きく分けて 12種類ほど、よく使われるものがあります。

「参加型学習」は単に人々が集まって話したり、おしゃべりをしたりするから「参加型」と呼んでいるわけではなく、

参加者が１つのことを考えやすくなるようにする“考え方の枠組み”＝参加型手法を活用する学びの場のことです。

ファシリテーターは、そうした手法を場に提案し、活用しながら学びを深めていく役割をもっています。 

 
 

（２）私たちが考える「解決が必要な問題」の全体像  
 

◇「私たちが生きる社会の課題」を個人で付せん紙に書き出す 

→ ＫＪ法・二次元軸表で分類整理する 

  → カテゴリ同士のつながりや関係性を探し、線で繋ぐ 

◇作業を通してわかったことを、グループで３つの文章にまとめる

→ 回し読みで共有し、自分のグループで出ていなくて共感す

るアイデアに☆印を付ける 
 

【「アクティビティを通してわかったこと」成果例】 
 

・ファストファッションが世界の消費社会を象徴  ・すべての問題は複雑に絡み合っている 

・実体験、身近なことに課題意識をもちやすい  ・紛争が物価高と関係していることがわかった 

・課題解決の上で教育が重要  ・1人では見つけられない課題がチームなら広がる 

・身近なところで人権問題は起きている（SNS）  ・世界と日本で共通しているものも多い 

・私たちのグループは地域－人権の課題に関心が高い 

・「このままじゃまずい」「自分は解決のために何かできているのか？」という思いが芽生えた 
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【ＫＪ法・二次元軸表「私たちが生きる社会の課題」成果例】 

 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】…共有の場では「肯定的な反応」を重視しています。たとえば、自分たちの意見

に他のグループが星印をつけて返してくれると、「他の人の気づきにつながった」と実感でき、学びへの自信が生ま

れます。この教育では「自分の頭だけで考える」のではなく、「他者と共に考える」ことを大切にし、「みんなが先生、

みんなが生徒」という姿勢で学び合います。否定や比較ではなく、「それいいね」といった前向きな反応が、学びを

楽しく質の高いものにしていきます。  
 

◇課題のある社会に生きる私たち 

   開発教育や国際理解教育は、「変えたいことがある」という思いから始まります。今の社会がすべてうまくいってい

るのであれば、こうした教育は必要ありません。私たちは課題を抱えた社会に生きていて、それに気づき、向き合うこ

とが出発点です。 

 かつての日本の国際理解教育は、「外国の文化を理解する」「外国の人と交流する」「英語を学ぶ」の 3 つが柱

でした。でも、それだけでは足りません。文化理解に加えて、その国が抱える課題にも目を向けることが大切です。

交流も大事ですが、「どう共に生きていくか」まで考えることが必要です。語学を学ぶ目的も、ただ話せるようになる

ことではなく、対話を通して課題を解決したり、よりよい社会をつくったりするためです。 
 

◇テーマは無限、でも焦らなくていい 

   国際理解教育は、人権・環境・開発・平和・共生といったテーマを通して、社会課題を理解し、それを解決しながら

よりよい未来を共につくる力を育てる教育です。「自分が問題だと思っていること」は、すべてこの教育のテーマに

なり得ます。教科書の中にもその入口があるはずです。問題が多すぎて戸惑うかもしれませんが、安心してください。

大きく「人権系」と「環境系」に整理することで、扱いやすくなります。この 2 つは、人の命と尊厳に関わる、まさに教

育の両輪です。 
 

◇学ぶ目的は「知ること」ではなく「行動すること」 

 この教育の目的は、「何が問題か」を知ることではなく、その先に「どうすればよいのか？」を考え、動き出すことで

す。正解のない問いに対して、仲間と対話し、調査し、自分の言葉で答えを見出していく。そういう、徹底的な行動志

向の学びです。調べ学習や探究は多くの学校で取り組まれていますが、大事なのは「調べて終わり」にしないこと

です。調べたあと、「何が分かったの？」「何が言えるの？」「次に何を調べたいの？」という問いへとつなげ、そこか

らさらに分析を深めていくことで、学びが行動へとつながります。 
 

・・・・休憩・・・・ 
 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人前後グループ移動）→「好きな食べ物」をお題に自己紹介。 
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５． 持続可能な社会のための開発目標 SDGｓ  

 

（１）SDGs  17のグローバル・ゴール - 
 

①ゴール解説やってみた! 

◇気になったカード１枚を選び、カード裏面に書かれたゴールの内

容を要約してグループ内で紹介し合う。（３ラウンド） 
 

②１７ゴールを分類してみよう！ 

◇１７のカードを分類整理し、グループ分けをしてみる。 

◇ファシリテーターが、１つの分類の仕方として「５つの P」を紹介 

 し、資料を確認 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …SDGsは「誰かがやればいい」ものではなく、約 82億人すべてが関わる目

標です。その第一歩は「知ること」。今回は、１人ひとりが SDGs のゴールを読み、他者に要約して伝えることで、理

解を深める体験型の学びを行いました。このように「自分で読んで、人に教える」という経験が、最も学びの定着に

つながると言われています。いわゆる「ラーニングピラミッド」の考え方で、ただ聞くだけよりも、自分でやってみたり、

他者に教えたりする方が深く身につくというものです。体験型の学びは、自分で動くことで「自己発見」が生まれ、

それが理解の定着につながります。 

また、分類作業も、内容の理解がなければできません。実際のグループワークでは、色やテーマなど様々な視点

からの分け方が生まれ、どれも有効なアプローチです。参考までに、国連では「5 つの P（人間・豊かさ・地球・平

和・パートナーシップ）」の枠組みで整理しています。 

 

（２）私たちが生きる社会の姿 －SDGｓ17の目標から見た日本と世界の現状－  
 

  ◇ＳＤＧｓに関する４種類の資料を分担して読み解き、担当した資料の内容と、読んでわかったこと、最も印象に

残ったことを紹介し合う   
 

★【フ ァシリテーターコメント 】…今の社会に対する強い危機感を持つことが、私たちにとって重要な感覚です。

報道されていない「事実」や偏った情報に惑わされないためには、複数の情報源を確認する「3 点確認法」などで

ファクトを見極める力、つまり情報リテラシーが必要です。社会課題に気づき、それを自分ごととして捉え、どう行動

するかを考える力が問われています。 

この教育が課題にフォーカスするのは、自己実現や命が脅かされる未来を変えるためです。問題を知るだけで

終わらず、自ら問いを立て、対話を通じて解決策を見出し、行動できる人を育てることが目的です。今日はここまで、

人権と環境という命にかかわる 2大テーマについて学んできました。そしてもう１つ大切なテーマが「平和」です。こ

の教育は、ユネスコの勧告に基づいて始まった平和教育にルーツがあります。つまり、最終的に目指すのは、平和な

社会の構築であり、そこに国際理解教育の大きな意義があります。 

 

● グループ替え（背中合わせの人が移動）→「平和と聞いて思い浮かぶこと」をお題に自己紹介 

 

６． これは平和か対立か －平和と３つの暴力－  

◇19 枚のイラストについて、グループで話し合いながら「平和」「対立」「グレー」に分類する→それぞれ「平和」

「対立」に分類されたカードの要素や特徴を見つけ書き出す→重複を避けて発表して共有 

◇ファシリテーターが、2 つの平和の定義（積極的平和と消極的平和）と、3 つの暴力について解説し、資料を

配付 
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【「平和」「対立」に分類されたカードの要素や特徴 成果例】 
 

 ◇平和カード 

・教育を受けられる ・笑顔 ・おだやか ・自然が豊か ・家族 ・医療 ・愛情 ・十分な食事 

◇対立カード 

・環境汚染 ・無視 ・飢餓 ・治安が悪い ・差別 ・厳しい表情 ・争い ・不穏な空気 ・犯罪 

 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …平和には「消極的平和（戦争がない状態）」と「積極的平和（対立や差別な

どの根本的な原因がない状態）」の 2 つがあります。戦争の背景には小さな対立があり、それを未然に防ぐことが

積極的平和の考え方です。日本を見ても、差別や自殺、厳しい表情の人が多い社会は、経済的に豊かでも積極的

平和とは言えません。 

積極的平和を妨げるものとして、「3 つの暴力」があります。1 つめは目に見える暴力（直接的暴力）、2 つめは

社会の仕組みによる不平等（構造的暴力）、3 つ目はそれを支える無意識の価値観（文化的暴力）です。例えば、

私たちの「安いことが正義」といった感覚が、誰かの搾取を見過ごしている可能性もあります。 

だからこそ、まずは自分の意識や価値観を見直し、「自分だけでなく、他の人の平和も大切にする」という姿勢が

必要です。この教育は、そうした価値観を育むものであり、「私だけが良ければいい」から「私も、あなたも、みんなも

大切」と思える価値観を育てていく教育です。    

 

７． ふりかえりなど  

◇「今日の感想」を一言ずつグループで共有。 

◇事務連絡 

 

１日目終了 ---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

■ セッション 3  開発教育・国際理解教育は何のために学ぶのか                                             

 

１．開発教育・国際理解教育とスキル・ビルディング  

◇ファシリテーターが、開発教育・国際理解教育において「押さえたい 3つの領域とちから」をミニレクチャー 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …第 1 回研修は、開発教育・国際理解教育の「概論」として、その目的・内容・

手法を体験的に理解してもらうものです。細かな技術よりも、「何のために、何を、どう学ぶか」という大きな枠組み

に焦点を当てています。 

この教育が扱うテーマは、人権、環境、開発、共生、平和といった地球規模の課題です。そうした課題に向き合い、

よりよい未来を共につくるために、知識だけでなく、実践的なスキルを身につけることが目的です。特徴的なのは

「～について学ぶ」だけでなく「～のために学ぶ」ことを重視する点です。たとえば、「人権を知る」だけでなく、「人

権が守られる社会をどうつくるか」を考える正解があるわけではないからこそ、他の人の頭を借りながら、多様な視

点で考えていくことが大切です。 

また、この教育の中核には「力を育む」という目標があります。力は大きく 3 つに分けられます。1 つめは「自分に

関わる力」。これは自己肯定感＝セルフエスティームです。できることもできないことも含めて、ありのままの自分を

大事に思える気持ちです。これがあって初めて、他者と対等に関わることができます。 

2 つめは「あなたに関わる力」。たとえばコミュニケーションです。聞く・伝える・考えるという 3 要素を練習しながら

関係性を築いていく。コミュニケーション力は対面で繰り返してこそ身につくものです。 
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3 つめは「みんなに関わる力」。協力する力、多様性を受け入れる力、そして対立を建設的に乗り越える力＝対立解

決・合意形成力、さらに社会に提案し巻き込む力＝アドボカシーです。社会をより良くする提案をし、周囲を巻き込

んで実現していく。こうした力も、体験の中で育てていくことができます。 

参加型の手法は、その力を育てるための手段です。読むことで読解力が、話すことで対話力が、そして参加すること

で参加する力が育ちます。繰り返しの自己紹介なども、自己理解や他者理解を深めるきっかけになります。 

最後に、未来をより良くするために、「今どんな問題があるのか」「なぜ起きているのか」「どうすれば解決できる

のか」「どんな未来を望むのか」といった問いを、対話を通じて考えるのがこの教育の本質です。そのための教材や

実践例も豊富にあり、こうしたリソースを活用して、テーマと流れをどうつなげるかを考えていくのが、参加型プログ

ラムづくりの要です。 

 

２．アイスブレイク  

◇60秒メッセージ「今までに食べた一番おいしかったもの」→ペアで傾聴を心がけて聞き、３０秒でふり戻す。 

 

３．自分の人生をどのように生きたいか   

◇今日までの自分の人生をふりかえりプラス／マイナスな影響、また１０年後こうありたい／こうはなりたくない

未来を考え、タイムラインに書き出す→書いてみた感想、気づいたことをグループで伝え合う 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …この教育では、「すべての人が“こんなふうに生きていきたい”“こんな自分に

なりたい”という思いを実現できる社会を、みんなで支え合いながらつくっていけたら」という願いを込めています。

１人ひとりの自己実現が可能な社会とはどんなものか、という問いをこれから一緒に考えていきたいと思っています。 

 

４．課題のある社会と自己実現 －Personal is Political－   

◇「課題のある社会に対して無関心だとどうなるか？」影響を派生さ

せて考える。 

◇グループで、最悪の帰結だとおもうもの３つに     マーク→各自で、

自分にも影響があるとおもうものにイニシャルを書き入れる→回し

読みで共有し、自分のグループで出ていなくて共感するアイデアに

☆印を付ける 

◇本教育でよく使われる言葉「Personal is Political」を紹介 
 

【派生図「課題のある社会に対して無関心だとどうなるか？」成果例】 
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【最悪の帰結だとおもうもの 成果例】 
 

 ・死者が出る ・人間が住めない地球になる ・災害増加 ・国力低下 ・子どもの学力低下 

 ・平和から遠ざかっていく ・食糧なくなる ・心の病 ・格差拡大 ・戦争 ・楽しくない 

 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …社会課題は一見自分とは無関係に思えても、実は私たちの暮らしに深く影響

しています。社会や政治の問題は個人の生き方に影響し、逆に、個人の力は社会や政治に働きかけることもできる。

これを「Personal is Political」と言う言葉で表現しています。たとえば、自己実現を目指しても、戦争や気候変動

などがあればその土台は揺らぎます。だからこそ、「自己実現できる社会とは何か」を考えることが大切です。 

国際理解教育では、こうした気づきを促すために、参加型を通して「自分に関係ある」と感じられる瞬間を意図

的につくり出しています。自分ごととして社会課題を捉えることが、関心や行動につながり、その積み重ねがよりよ

い社会をつくる力になります。この教育は、そのための知識とスキルを育むことを目指しています。 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人前後グループ移動） 

→「得意なこと・苦手なこと」をお題に自己紹介。 

 

５．社会課題と望む社会とソーシャルアクション －自己実現を支え合う社会－   

◇「こんな人を探してみようビンゴ（ソーシャルアクションビンゴ）」シートの項目について、自分がアクションを起

こしたことがあるかどうか、ふりかえる 

◇「ソーシャルアクション 4つの分類」資料を各自読む→ グループで、ソーシャルアクションカード２４枚を４分

類に分ける 

◇午前中の感想を一言ずつ紹介し合う 
 

★★【フ ァシリテーターコメント 】 …教育者がソーシャルアクションを伝える上で、自らも何らかの実践者である

ことが重要です。完璧である必要はありませんが、自分が大切にしている分野での行動が、子どもたちにリアルな

説得力をもって伝わります。 

ソーシャルアクションとは、社会の課題に対して自分たちがどんな行動をとれるかを考え、実践することです。たと

えば、温暖化・平和・貧困などの具体的なテーマに向き合うとき、「なぜこの問題が起きているのか」「その原因を

取り除くにはどうすればいいか」といった視点で考えることが大切です。これを「システム思考」と呼びます。現状を

把握し、原因や影響を探り、自分との関わりに気づいたときに初めて「自分ごと」として行動する力が生まれます。 

この教育が目指すのは、小さな一歩でも社会課題に向けた行動（ソーシャルアクション）を起こせるようになるこ

と。今の社会には人権・環境・平和の課題が山積みで、自己実現

のためには持続可能でよりよい社会をつくるしかありません。その

ための鍵は、一人ひとりの行動です。 

大切なのは、「知る→気づく→行動する」という流れをつくるこ

と。そして教えるのではなく、学習者が自ら考え、話し合い、気づき、

行動へとつなげていけるような学びの場をつくるのが、私たち教育

者の役割です。 

 

・・・・休憩・・・・ 

 

● グループ替え（番号を振ってグループ移動）→“あなた任せ” の自己紹介。 
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6．「共通のよりよい社会」とは  
 

① 教育によって共に地球に生きることを学ぶ  

◇資料「宇宙の奇跡―地球の過去・現在・未来－」をファシリテーターが音読→ 「地球カレンダー」を読む 
 

② 未来のビジョンを描こう  

    ◇「私たちが望むよりよい社会」の具体的な姿を関連図に書き出し、アイデアを広げる 

→ ギャラリー方式で他のグループの成果物を確認し、いいね！とおもったアイデアに☆印を付け、２－３つのア

イデアをメモしてくる→ メモしたアイデアをグループで共有し、関連図に追加する 

    ◇関連図に広げたアイデアを、「未来のビジョン７か条」としてまとめる→ 全体で読み上げて共有 
 

【関連図「私たちが望むよりよい社会」成果例】 

 

【「未来のビジョン７か条」成果例】 

 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …私たちは、自由で開かれた場でこそ、最も豊かに学ぶことができます。まず

は楽しく話せる雰囲気づくりが、学ぶこと自体を楽しくする土台になります。スキルは知識と違い、実際に動いて

身につけるものです。「参加する力」「人と関わる力」「自分を理解する力」などを育てるには、体験の場が欠か

せません。自己紹介１つでも、その人らしさが伝わるよう工夫すれば、互いを大切にする空気が生まれます。安

心・安全を感じられる場でこそ、自分のペースで多様な考えを伝え合うことができます。1 人ひとりが大切にされ

ていると感じられるような場づくりを意識していきましょう。 
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・・・・休憩・・・・ 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人前後グループ移動） 

→「何にでもなれるとしたら何になりたいか」をお題に自己紹介。 

 

■ セッション 4  「みんなに関わるチカラ」のスキル・ビルディング                                         

 

7．開発教育・国際理解教育と「わたし・あなた・みんなに関わるチカラ」  

（１）対立のメリット・デメリット  

◇国際理解教育で育みたい３つの力についてミニレクチャー 

◇「対立」の定義を確認した後、対立のメリット・デメリットを対比表に書き出す→ポップコーン方式で全体共有 

◇資料「対立から学ぼう １０の基本概念」を読み、ファシリテーターから、対立を扱うアクティビティのアイデアに

ついてミニレクチャー 
 

【対比表「対立のメリット／デメリット」成果例】 
 

 ◇メリット 

・新しいものが生まれやすい ・視野が広がる ・考えが深まる ・乗り越えたら強いつながりになる 

・自分をふりかえられる ・仲を深められるかも ・成長できる ・考えの偏りがなくなる ・コミュ力 UP 

・見えていなかったものに気づける ・活発な意見交流ができる ・新しい一面が見れる 

◇デメリット 

・相手のことがいやになる ・周りが巻き込まれる ・解決しないとモヤモヤ ・時間がかかる ・傷つく 

・争いが起きる ・感情的になる ・心が乱れる ・エネルギーがかかる ・第 3者が必要になる 

・口が達者な人が有利 ・トラウマ ・負けると悔しい ・“お言葉ですけどねー” 

 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …対立は放置すれば暴力や戦争につながることもあります。しかし対立自体は

悪いことではなく、多様性があるからこそ自然に起こるものです。大切なのは、非暴力的に、互いが納得できる形で、

関係性を深めるように解決することです。そのためには、表面的な要望ではなく「本心」を対話で引き出すことが重

要です。こうした力は知識ではなく経験を通じて育まれます。教育の場は、対立解決スキルを安全に練習できる貴

重な機会でもあります。 

 

（２）本心と要望 “みんなでバカンス”  

◇グループのメンバーと１カ所旅行に行くことにしたらどこに行き

たいか、各自で書き出す→ 右隣の人が書き出した場所を否定

してみる 

◇対立解決に関する資料を確認し、要望と本心について理解する 

◇自分が行きたい場所を決めた理由を因果関係図に書き出して

本心を探る→ グループで、本心を伝え合い、合意形成を図り、全員で一緒に行く場所を決める→いくつかの

グループが話し合いのプロセスと結果を発表 
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■ セッション 5  開発教育・国際理解教育と教育者の使命                                             

 

8．よりよい未来と開発教育・国際理解教育  

◇印象に残ったところ３カ所に下線をひきながら、資料「国際理解教育、開発教育、ＳＤＧｓ」を読む。 

 

９．ふりかえり  

◇第１回研修をふりかえり、気づいたこと、「教育者の使命」として誇れること・これから始めたいことを、グルー

プで紹介し合う。 

◇事務連絡、終わりのあいさつ 
 

★【フ ァシリテーターコメント 】 …教育の使命とは、人間を型にはめて作ることではなく、1人ひとりが望む社

会を他者とともに創り出せるような存在へと育てることにあります。今ある社会に適応するための「忖度できる人」

を育てるのではなく、自分たちが望む未来を思い描き、その実現に向けて動ける人々を育てることが、本来の教育

の役割です。 

そのために、1人ひとりが本来持っている力や可能性を最大限に伸ばしていくことが必要です。開発教育

（Development Education）の 「Develop」という言葉には、「de（取り除く）＋envelope（覆い）」という意味

があり、封を解き、本来もっているものを引き出すというニュアンスが込められています。つまり、教育とは新たに何

かを与えるというよりも、すでにその人の中にある力を発揮させ、可能性を花開かせていく営みなのです。 

 

終了 

 

                   板書の内容 
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「社会課題と社会参画」記録 
－テーマについて学ぶ・テーマのために学ぶ－ 

■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆日時：2025年 7月 19日（土）13:00～17:00、 20日（日） 10:00～15:00 

◆場所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ 

◆参加者：［1日目］受講者 37名、NIEDスタッフ 9名、JICAスタッフ 3名 合計 49名 

［2日目］受講者 36名、NIEDスタッフ 9名、JICAスタッフ 2名 合計 47名 

◆ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊澤令子 

■ 第２回ねらい ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ○ 開発教育の中心的テーマ「人権」「環境」の視点で社会をふりかえり具体的問題を知る。 

○ 人権問題、環境問題の影響を予測し、原因を探り、自分たちとの関わりに気づく。 

○ 課題解決に必要なもの・役立つことを考え、「どうすれば人は行動に向かうのか」を学ぶ。 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ セッション１ 共通基盤づくり                                                               

 

1． 開会 

◇開会、開催にあたっての留意事項   

 

２． はじめに  

◇本研修の目的と概要説明  ◇第 2回のねらいの確認  

◇ワークショップの 3つのお願い（協力、尊重、守秘） 

 

3． アイスブレーキング ４つのわたし１つはウソ！  

◇わたしを紹介すること４つを考え、１つはウソにする 

→ グループで紹介し、ウソを当て合う 
 

★【ファシリテーターコメント】 …この自己紹介では、自分に関する事柄を 4つ挙げ、そのうち 3つは事実、

1つはウソという構成で紙に書き出しました。グループ内で順番に発表し、他のメンバーが「どれがウソか」を推測

する自己紹介です。ゲーム形式にすることによって、単純に自己紹介をするよりも、より他者に興味をもって話しを

聞くことができ、他者への関心や親しみも自然と高まります。遊びの要素を取り入れながら、相互理解と関係づくり

につながる導入として有効なアクティビティです。 

 

４． 第１回のふりかえり  

◇印象に残った部分３カ所に下線を引きながら、記録を読む→ 下線を引いたところと理由をグループで共有 
 

★【ファシリテーターコメント】 …一度読んだ内容でも、改めて「どこが印象に残ったか」と考えることで、自
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然と自分の中に整理され、記憶として定着していきます。また、それをグループで共有する中で、同じところに印を

つけた人がいたり、全く異なる部分を印象的だと感じた人がいたりすることで、自分では気づかなかった視点にも

出会えます。同じ箇所に注目していても、その理由が人によって違うという気づきもあり、多角的に第 1回をふりか

えることができます。今回は、大人の参加者の皆さんなので、情報量の多いふりかえりを要約するという形で取り

組みましたが、この方法は子どもたちにも応用できます。たとえば、短い文章を読んで印象に残ったところを話し合

うことで、読解力や要約力、伝える力・聞く力といったスキルの育成にもつながると思います。いずれにしても、実際

にやってみなければ力はつきません。１つひとつ立ち止まり、体験を重ねながら学んでいく、何を学ぶかと同時にど

のように学ぶのか、学びのプロセスが大切です。 

 

■ セッション２ 人間の命と尊厳のために人権と共生を学ぶ                                          

 

５． 世界３大宗教の１つ イスラームについて －となりのムスリム・ムスリマ－  
 

①出逢いのビンゴ 

◇BINGOシートの項目に個人で回答することを通して、イスラームと出会う→ グループで回答したことを共有 

◇Ｆが、イスラームが大切にしている五行（信仰告白、礼拝、喜捨、断食、巡礼）を紹介 
 

★【ファシリテーターコメント】 …このセッションでは、「人権と共生」について考えます。人権と環境は、開発教

育・国際理解教育の中心であり、命に関わる重要なテーマです。今日は人権、明日は環境を扱います。人権にもさ

まざまな課題がありますが、今回は「パレスチナ問題」に正面から取り組みます。この問題には、現代の対立や暴力

の根本が凝縮されており、学ぶ価値が大きいと考えています。 

    イスラーム文化についての導入として、まずは「もっと知りたい」「なぜだろう？」という関心から探究が始まること

を体験してもらいました。ふとした疑問が探究の種になります。自分の日常とは少し離れたテーマにも興味を持つき

っかけとして、ビンゴのようなアクティビティも活用できます。 
 

②入門〇✕クイズ 

◇Ｆが、４つの〇✕クイズを出題し、挙手で回答 

  ⅰ 信仰者は仏教よりイスラームが多い→ Ａ．○  

  ⅱ アルコール、アルカリ、アルゴリズムはアラビア語が語源→A.○ 

  ⅲ 赤十字マークはイスラーム圏でも使われている→A.× 赤新月 

  ⅳ 日本に住むムスリム人口約５万人→ Ａ．× ２０万人 
 

③ムスリムの暮らし 

◇資料（ムスリムが日常生活で使っている物の写真集）を用いて 

イスラームの暮らしを知る 

◇写真資料２０枚×２セットから気になるものを２枚ずつ選び、解説を読む 

→ 解説を要約して、グループで紹介 

   第１ラウンドの資料…「日常の中の祈り」 

   第２ラウンドの資料…「衣・ファッション・メイク／信仰の道具／食・生活用品／学び・遊び・本」 

◇グループの中で選ばれなかった資料に、各自で目を通す 
 

④となりのムスリム・ムスリマ ‐こんな時、どうしたらいい？‐ 

◇在日ムスリムが抱える問題５事例から、グループごとに１事例を担当し、問題の解決策を話し合いアイデアを

出し合う→ それぞれが考えた解決アイデアを全体で発表して共有 

◇Ｆが事例ごとの実際の取組みを紹介 
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・・・・休憩・・・・ 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人前後グループ移動）→「おすすめの一品」をお題に自己紹介。 

 

６． パレスチナ問題とは －パレスチナを知ることは世界を知ること・平和を考えること－  
 

①クイズ「ユダヤ教とイスラーム」  

◇Ｆが、5つの〇✕クイズを出題し、挙手で回答 

  ⅰ ユダヤ教徒は豚肉を食べない→ Ａ．○  

  ⅱ イスラエルのマクドナルドでは、チーズバーガーが人気である→ Ａ．× 肉と乳製品禁止 

  ⅲ ユダヤ教の神とキリスト教の神とイスラームの神は、同じである→ Ａ．○（三つとも一神教 同一神） 

  ⅳ イスラエルにはアラブ人が住んでいる→ Ａ．○ 

  ⅴ イスラエルの首都はエルサレムである→ Ａ．× 国連決議上はテルアビブ（エルサレムは国際管理都市） 
 

②地図から学ぶパレスチナ －世界の中でパレスチナをとらえる－  

◇地図で、イスラエルをはじめとした関係周辺国（パレスチナ、ヨルダン、レバノン、シリア、エジプト、イラク）の位

置を確認する 

◇ワークシートで、第 2次世界大戦後のイスラエルとパレスチナの領域変遷図４つと説明文をマッチングさせる 

◇各自で、資料（パレスチナ問題とは）を読み解く 
 

③パレスチナの物語  

◇６人グループに分かれ、３つの場面について行うロールプレイの配役を確認する 

◇Ｆが各場面の簡単な背景を説明した上で、まずは各自でロールプレイシートを読む→ 配役になりきって読み

合わせをする 

◇グループで、ロールプレイ３場面をしてみた感想を自由に話し合う 

◇各自で資料を読み、ロールプレイの場面設定（２０２２年）以降現在までの状況について確認をする 
 

④パレスチナの声・イスラエルの声  

◇3,4人のグループに分かれ、資料（１１人のパレスチナとイスラエルの人々の声）をグループごとに分担 

→ 担当した人物の声を読み、その人がどのような状況にあるのかを想像する 

◇資料でＳＤＧｓ１６「平和と公正をすべての人に」のゴールとター

ゲットを確認し、担当した人物の声に寄り添いながらパレスチナ

問題の解決策についてアイデアを出し合う 

  

７．１日目のふりかえり 
 

◇グループで、今日の学びや自分の変化、感想を共有 

 

１日目終了 ---------------------------------------------------------------------------------- 
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■ セッション２ つづき                                                               

 

1． パレスチナ問題とは つづき   

（１）パレスチナの声・イスラエルの声  
 

  ◇Ｆが、改めてパレスチナ問題の背景を説明し、１日目の内容をふりかえる 

  ◇グループで担当したパレスチナ／イスラエルの人々の声を３つのポイント

にまとめ、全体で発表共有 

  ◇１１人の声を聞いてみた感想を共有 
 

【「１１人の声を聞いてみた感想」成果例】 
 

・生まれたときから対立の中にいて、なぜ怯えているのか、 

なぜ敵対しているのかもわからずにいる。 

        ・パレスチナ、イスラエル双方の若い世代が解決にむけ動 

き始めていることに希望の光を感じた。 

        ・当事者として考えることが大切。 

 
 

● グループ替え（自由にグループ移動）→“あなた任せ”の自己紹介。 

 

（２）平和をつくる人々  
 

  ◇４人の平和をつくる人々についての資料を分担して読み解き、紹介し合う 

  ◇SDGs ゴール 16 のターゲット達成のために、必要なもの・役立つこと・できることを、できるだけたくさんアイ

デアを出す→ 順番にメッセンジャーになり、他のグループへ移動しアイデアを共有する 
 

【「SDGsゴール 16のターゲット達成のために、必要なもの・役立つこと・できること」成果例】 
 

        ・ターゲット①←すべての国の核放棄、他国へ武器を売らない 

・ターゲット②←買い物は投票という意識をもち、フェアトレード商品を選ぶ 

        ・ターゲット③←自国ファーストではなく、世界全体で考える 

        ・ターゲット⑦←情報リテラシーや表現力を養える授業、開発教育・国際理解教育を広める 

 

2． 人権とは何か   

◇「もしも人権が守られないとどうなるか？」派生させて考える→ 

グループで最悪の影響だとおもうものに     マークを付ける→ 

各自で、自分にも影響が及んでくるとおもうものにイニシャルを

書き入れる 

◇回し読みで共有し、自分のグループは出なかったけど共感する

アイデアに★印、自分にも影響が及んでくるとおもうものにイニ

シャルを書き入れる 

◇資料（人権とは／日本国憲法と人権）を確認し、「人権を守る」

「差別を終わらせる／人権尊重社会を創る」とは具体的に自分がどう行動することか、個人で７つ書き出す 

◇グループの中で、書き出した行動から２つずつを紹介し、ここまでのワークショップの感想を共有 
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★【ファシリテーターコメント】 …人権というのは、国籍や障害の有無に関係なく、「人間として生まれたら誰にで

もあるもの」です。奪われてはいけない、保障されるべき権利です。第二次世界大戦後、「人が人を殺したり、民族

が排斥されたりするようなことがもう起きないように」として、世界人権宣言が作られました。そこには 30 個の具体

的な権利が書かれています。私たちの暮らす日本も、国民主権・平和主義・基本的人権の尊重を柱にした憲法を

持っています。憲法は、本来「国民が守るもの」ではなく、「国が守らなきゃいけない約束ごと」です。 
 

【「人権を守る」「差別をしない」とは具体的に自分がどう行動することか 成果例】 
 

・先入観で決めつけない ・相手の思いを聞く ・よくない動き、行動には Noを示す ・相手を知る 

・対話をする ・本音で話し合う ・笑顔を忘れない         ・誰にでもあいさつ、お礼を伝える 

・平等に接する ・学ぶ環境を整える ・否定せず質問する ・心ひろくあったかく関わる 

・新しい考えや文化を取り入れようとする ・相手の立場で考える ・政治に興味をもつ 

 

【「もしも人権が守られないとどうなるか？」成果例】 
 

 

 

・・・・休憩・・・・ 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人グループ移動）→「買ってよかった家電」をお題に自己紹介。 

 

■ セッション 3 生き物が生きる土台＝環境とその持続可能性について学ぶ                            

 

3． 世界を変えたプラスチックとワタ  

（１）プラスチック 
 

①身近にあふれるプラスチック 

◇グループで、６０秒で身近なプラスチック製品をリストアップ→ 一番多く書き出したグループが発表 

  ◇グループで、６０秒で身近な物でプラスチックを使用していない物をリストアップ→ 一番多く書き出したグル

ープが発表 

  ◇プラスチック製品のリストから、元々はプラスチックではなかったが時代とともにプラスチック製品へと変わった

物をチェックする→ すべてのグループが１つずつ発表 
 

②プラスチックゴミがもたらす現状 

◇グループでクイズに答える 

ⅰ 写真資料を見て、これが何かを考える  Ａ．鹿の胃の中から出てきたプラスチックゴミ 
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ⅱ 世界のプラスチック生産量は？ 

Ａ．２０００年＝2億 3400万トン → 2024年＝4億 1380万トン → 2040年＝7億トン超 

    ⅲ 日本におけるプラスチックのゆくえは？ 

        Ａ．埋め立て８％、リサイクル１８％、焼却６４％、自然界への流出２％、海外輸出１０％ 

  ◇資料でプラスチックのマテリアルフローを確認 
 

  ③やっかいなマイクロプラスチック 

◇マイクロプラスチックはどこから出てくる？グループで考え、ワークシートに書き込む→ 重複を避けて、すべて

のグループが１つずつ発表 

  ◇Fが、マイクロプラスチックの現状について解説 

  ◇ここまでの感想を一言ずつ紹介しあう 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人２人グループ移動）→「洋服を選ぶ時の基準」をお題に自己紹介。 

 

（２）ワタ -Tシャツができるまで- 
 

  ◇綿織物を作る際に使用する６つの道具の役割は何か想像する

→ 解説資料で確認 

  ◇産業革命で機械化されたことのメリット／デメリットをワークシ

ートに書き込む→ Fが解説を読み上げる 

  ◇T シャツができるまで、それぞれの過程でいくらかかるか考え

て、ワークシートに書き込む→ Fがコットン畑の児童労働につい

ての資料を読み上げる 

  ◇衣類のゆくすえは？→ リサイクル１４％、リユース２０％、処分・焼

却６６％ 

  ◇衣類に関する１２この行動について、自分が取り組むことができるか（今すぐできる／近い未来できる／やっ

てみたいと思う）チェックをする 
 

【「産業革命で機械化されたことのメリット／デメリット」成果例】 
 

 メリット 

・人件費がかからない ・安く多くの人の手にわたる ・資本家が生まれ、経済が発展 

・早く、大量に作れる ・重労働が減った ・手軽に着ることができる ・品質が一定 

デメリット 

・価値が下がる ・仕事がなくなった人がいる ・余ったものがゴミになる ・資本家が生まれ、格差 

・薬品による水や空気の汚染 ・石炭を採る人大変 ・CO2排出 ・製品が画一的 

 

● グループ替え（番号を振ってグループ移動）→「自分の環境にいい行動／悪い行動」をお題に自己紹介。 

 

４． 持続可能な社会を目指して -続かない社会←続かない原因→続く社会に！-   

◇Fが「持続可能な環境のための 4つポイント」解説し、資料で確認 

◇４つのポイントそれぞれについて、それを阻むもの（原因や背景）をマトリクス表に箇条書きで書き出す 

→ 回し読みで共有し、いいねと思う意見に★印を付ける 
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◇各自で、続かない環境を続く環境にするためのわたしの 7 か条（行動）を書き出す→ 書き出したもののうち２

つと、2日間の感想を共有 
 

★【ファシリテーターコメント】 …現代に生きる私たちは、いまだにどんどん物を作っては捨てて、大量生産・大量

消費の暮らしを続けています。でもこのままだと、もう地球も社会も持続可能ではないと、わかっているのに。 

 地球の資源は有限です。無限にあるわけではない。私たちは自然界の「循環」に学ぶ必要があります。自然界で

はゴミと呼ばれるものがありません。全てが次の命につながっていく。これが持続可能な仕組みの第一歩。そして、

いろんな生き物がいて、お互いを支え合って成り立つ生態系では「生物多様性」も大切。私たち人間も生態系の一

部です。さらに、「有限な資源を大事にする」こと。化石燃料など埋蔵量に限りがあるものの使用を減らし、太陽や

風など無限のものを利用した再生可能エネルギーに変えていく必要があります。 

 最後に、「低炭素」。地球温暖化を食い止めるために、二酸化炭素をなるべく出さない暮らしにしていくこと。「循

環」「生物多様性」「有限性」「低炭素」この 4つが、持続可能な社会をつくる環境の 4原則です。 
  

【「４つのポイントを阻むもの（原因や背景）」成果例】 
 

 ◇循環 

・リサイクルしにくい素材を使う ・使い捨て ・ファストファッション ・大量生産、大量消費 

・コロナ禍後の衛生対策 ・安価なものを選択 ・面倒くさいというきもち 

◇生物多様性 

・ダムや太陽光発電のための森林破壊 ・外来種（ペットの放流） ・乱獲 ・肉食 ・農薬使用 

・海洋汚染 ・プランテーション ・コンクリート ・品種改良  

◇有限性 

・石油製品の大量消費 ・人口増加 ・便利を追求 ・水の使い過ぎ ・既存の利益 ・富の不均衡 

◇低炭素 

・車社会 ・便利なものを使いたい ・温暖化でエアコンを使わざるを得ない ・効率重視  

・24時間営業 
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【続かない環境を続く環境にするためのわたしの 7か条（行動） 成果例】 
 

・１つの商品を長く大切に使う ・必要な分だけ買う ・食品ロスを減らす ・水筒を持参 

・環境に良い製品を購入 ・他国や自国の現状を学ぶ ・公共交通機関や自転車を利用 

・無農薬野菜やジビエを積極的に食べる ・リサイクル意識を高める ・水を使いすぎない 

・環境に関わる色々なマークを知る ・節電、節約 ・服はメルカリに出す ・ミニマリストになる 

・人間の責任であることを自覚 ・流行に惑わされない ・まずは知る！気づいて、行動する！ 

 

 

５． 社会課題と社会変革と社会参画 -行動変容の３要素-  

 ◇「国際理解教育・開発教育を参加型『行動変容の３要素』」ミニレクチャー、資料配付 
 

★【ファシリテーターコメント】 …人の行動は、ただ「知ってる」だけではなかなか変わりません。大事なのは、「知

ること（知識）」「自分にも関係あるって気づくこと（気づき）」「どう動いたらいいかがわかること（スキル）」の 3 つ

です。知らないと始まらないから、まずは学ぶ。でも、知っていても「自分には関係ない」って思っていたら動けないし、

「どう動けばいいか分からない」ときもやっぱり動けない。だから、この 3 つをちゃんとそろえて、初めて「行動できる」

ようになります。私たちが提供する参加型の学びは、まさにこの 3 つを提供する場なのです。知って、気づいて、動け

るになって、繰り返すことでよりうまくできるようになる。そんな場をこれからも一緒に作っていきましょう。 

 

終了 
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 「気づきを行動につなぐ参加型のデザイン」記録 

－ プログラムの作り方 － 

■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆日時：2025年 8月 23日（土）13:00～17:00、 24日（日） 10:00～17:00 

◆場所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ 

◆参加者：［1日目］受講者 38名、NIEDスタッフ 6名、JICAスタッフ 3名 合計 47名 

［2日目］受講者 36名、NIEDスタッフ 6名、JICAスタッフ 3名 合計 45名 

◆ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊澤令子 

■ 第３回ねらい ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ○  「あなたに関わるチカラ」「わたしに関わるチカラ」のスキルビルディングを学ぶ 

○ 参加・対話／発散・収束で、気づきを行動につなぐ参加型プログラムの作り方と手法を学ぶ。 

○ プログラム作りと模擬ファシリテーションを通し、教育実践と実践報告フォーラムのイメージを持つ。 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ セッション１ 共通基盤づくり                                                                     

 

1． 開会 

◇開会、開催にあたっての留意事項   

 

２． はじめに 

◇本研修の目的と概要説明  ◇第 3回のねらいの確認  

 

3． アイスブレーキング カードで自己紹介 

◇絵を描くという参加型手法についてのミニレクチャー 

◇カードに書かれたお題にそって２０秒自己紹介を５ラウンド。 

第１～３ラウンド：１人ひとり違うカードで、第４ラウンド：他の人が引いたカードから１つ選んで、 

第５ラウンド：新しいカードで全員共通 

  ◇コミュニケーションの３要素についてミニレクチャー 
 

★【ファシリテーターコメント】 …ファシリテーターは鍋の出汁や火加

減を整える人。主役はあくまで“具材”である参加者たち。そんな風に、場づ

くりのイメージを絵にすると、言葉では伝えきれないこともスッと伝わってい

く。それもまた参加型の力です。 

    自己紹介するということは、実はとても大切な意味があります。他の人か

ら「それいいね」ってフィードバックをもらうことで、「自分には、そういうところ

あるんだな」って気づくこともできます。人から言われた言葉って、自分の輪郭を教えてくれるんです。 

Ⅳ 開発教育指導者研修（実践編） 第３回 
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でも、もしその言葉が否定ばかりだったら？自信がなくなるのは当然のこと。だからこそ、「あなたのここ素敵だよ

ね」とか「それ上手だね」っていう言葉が、自分を育ててくれます。最初は人から教えてもらって、だんだんと自分で

自分のよさがわかるようになっていく。それが、自己肯定感とか自尊感情の形成につながります。 

このお題カードを使った自己紹介、低学年の子どもたちにもできるアクティビティです。好きなおやつとか、アニメの

話からでも OK。自分のことをちょっと考えて、ちょっと話して、ちょっと聴く。そんな小さな積み重ねが、誰にでも育て

られる「コミュニケーション力」につながっていきます。 

 

４． 第２回のふりかえり 

◇印象に残った部分３カ所に下線を引きながら、記録を読む→ 下線を引いたところと理由をグループで共有 
 

★【ファシリテーターコメント】 …参加体験型の学びには、大きな強みがあります。たとえば「やったな」と思っ

ただけで終わってしまうのではなく、体験したことはそのまま自分の中に残っているので、記録を見返すと「あの時

こうだった」と鮮明に思い出せるんです。自分自身が実際に体験したり、「あっ」と感じたりしたことだからこそ、すぐ

に思い出すことができる。これが参加体験型の良さのひとつです。 

さらに、学習の定着度も高いといわれています。「自分は何を学んだのか」を言葉にして誰かに伝えられるようにな

ると、その学びは一層深まっていきます。繰り返し考え、言葉にし、文字にすることで、学びはしっかりと自分のものに

なっていくのです。 

 

● グループ替え（じゃんけん：勝った人・負けた人前後グループ移動）→「自分のこだわり」をお題に自己紹介。 

 

 

■ セッション２ 「あなた（他者）に関わるチカラ」とスキルビルディング                                   

 
 

５． 開発教育・国際理解教育と「わたし・あなた・みんなに関わるチカラ」 

◇資料をもとに、変化のための参加型（参加型の目的）とスキルを育てることの意味を確認 
 

★【ファシリテーターコメント】 …自己紹介って、ただ形だけだと「また同じこと聞いてるな」って思いがちですよ

ね。でもちょっと工夫して、いろんな切り口から自分のことを話してみたり、相手に否定されずに聴いてもらえたりす

ると、「あ、自分のことを話すのも悪くないな」って思えるようになります。人って誰でも「分かってほしい」存在なんで

す。でも、分かってもらえなかったり、否定されたりする経験を重ねると、「どうせ言っても無駄」と心を閉ざしてしまう。

だからこそ、安心できる場の中で、肯定的な言葉で、みんなが公平に話せることが大切になります。 

今日扱うのは「あなたに関わる力」。つまり他者に関わる力です。その代表はコミュニケーション力。ただし、ここ

でいうのは相手を傷つける言葉じゃなくて、丁寧で前向きなコミュニケーション。より良い関係をつくるための力で

す。この教育の目的は「テーマを学ぶ」「テーマのために学ぶ」、そして「行動できる人を育てる」こと。そのためには

スキルが必要で、だからスキルビルディングに取り組みます。私の当たり前は、みんなの当たり前じゃない。その感覚

を持てるようになることが、相手を大切にする第一歩なんだと思います。 

 

６． 「あなた（他者）に関わるチカラ（他者理解／他者尊重／アサーティブネス）」を育てる 

（１）私たちの多様性 
 

①４つのコーナー 
 

◇Ｆが出すお題について、自分の意見に一番近いコーナーに移動する 

  ⅰ 日本の未来は明るい？不安？    

ⅱ 大阪万博に行きました！行く予定ないです！ 
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②重層的アイデンティティ 
   
◇心の中で、自分自身の属性をふりかえり、自分自身のもつアイデンティティの多様さを確認 

 

★【ファシリテーターコメント】 …私たちって、1つの属性だけで生きてるわけじゃないんですよね。性別や年齢、

家族のこと、身体のこと、いろんなカテゴリーを重ねながら生きてる。それぞれに違うバックグラウンドや歴史を持っ

ている人たちと、私たちは一緒に生きています。だからこそ「自分も大事にしながら相手も大事にする」コミュニケー

ションのあり方を考えることが必要です。コミュニケーションの基本はシンプルに３つ、「考える」「伝える」「聴く」で

す。これを繰り返し練習していくことが大切です。今日のワークでは、特に「聴き方」に焦点を当てます。考えることは

問いがあれば自然と生まれますし、伝える練習も機会を持てばできます。けれども「聴き方」には意識的な練習が

必要です。 

 

（２）いろんな聞き方・いろんな伝え方 
 

①熱心ではない聞き方と傾聴 
 

◇ＮＩＥＤスタッフがモデル的に、いろいろな聞き方のロールプレイ→ 聞き手・話し手の様子について感想を共有 

◇全体で数人が、感想と日常で気をつけようと思うことを発表 

 

②鬼目線からの「桃太郎」 
 

  ◇動画を視聴し、対立解決の方法の１つ「ホーポノポノ」について理解する 

 

③アサーティブな伝え方 
 

  ◇Fがアサーティブなポイントを紹介 

  ◇資料で、自分のコミュニケーション（伝え方）のパターンを 

ふりかえる 

  ◇４つの場面設定で、アサーティブな伝え方の練習をする 

→ 数人が全体で発表共有 
 

★【ファシリテーターコメント】 …アサーション（自己表現）とは、「私も OK、あなたも OK」という考え方に基づい

た伝え方です。その要素は３つあります。 

１.自分の言いたいことを率直に、しっかりと伝えること   ２.非攻撃的に伝えること 

３.相手の権利を侵害せず、相手の立場を尊重すること 

つまり、言いたいことを遠慮したり、忖度したりして我慢するのではなく、自分の思いや意見は率直に伝える。その際、

攻撃的な言葉を使わず、相手を傷つけないようにする。そして、相手の権利や気持ちを守りながら伝える。これがアサ

ーティブ・コミュニケーションの基本です。この伝え方ができれば、自分の言葉は相手にきちんと届き、相手も嫌な気持

ちにならずに受け止めることができます。 
 
 

・・・・休憩・・・・ 
 
 

● グループ替え（じゃんけんで勝った２人グループ移動）→「私のテンションが上がるとき」をお題に自己紹介。 
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■ セッション 3 「わたし（自分）に関わるチカラ」とスキルビルディング                                

 

７． 「わたし（自己）に関わるチカラ（セルフ・エスティーム）」を育てる  

 

（１）わたしを見つめる４つの窓 

◇４つのお題に答えることで、自分自身をふりかえる 

    窓１：「わたしは」で始まる文章を１０個  

窓２：今、わたしの親しい１０人の人 

    窓３：去年はできなかった、でもこの１年でできるようになったこと（できるだけたくさん） 

    窓４：自分をほめてあげよう♡ 

◇Ｆが、窓ごとに問いかけをし、書き出した内容をさらにふりかえる 

窓１：F「書き出されたものの中で、肯定的なものはどのくらいあった？ 」 

窓２：F「最大のピンチ！のときに助けてあげたいと思う人は？／助けてくれると思える人は？」  

    窓３：F「人は死ぬまで人生の主人公で、いくつになっても変わることのできる存在」→ 数人が全体で発表  

    窓４：F「自分が自分の最大の理解者で応援団」→ 数人が全体で発表 

 

（２）セルフ・エスティームはなぜ大切か  

◇資料でセルフ・エスティームの概念を理解 

◇もしもセルフ・エスティームが低いままだったら？派生させて考え

る→ 最悪の影響だとおもうものに     マーク 

→ 回し読みで共有し、自分のグループで出ていなくて共感す

るアイデアに☆印 
 

【「もしもセルフ・エスティームが低いままだったら？」成果例】 

 
 

★【ファシリテーターコメント】 …「私に関わる力」の中心にあるのが セルフ・エスティーム（self-esteem） 

です。日本語にはなかなか直接対応する言葉がありませんが、あえて訳すと「自信の持てる大切な私」という意味

合いになります。 

一般的には「自己肯定感」や「自尊感情」と訳されることが多いのですが、セルフ・エスティームはそれらと完全に

同じではありませんが、自己肯定感や自尊感情の出発点は共通しています。それは「自己理解」―自分はいったい

どういう人なのか？ それを自分自身で理解していることから始まります。 

自己理解を深めるワークの中で、「４つの窓」を通して自分をふりかえりました。そこで「今の自分もなかなかい
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いじゃないか」と思った人もいれば、少し切なく感じた人もいたかもしれません。しかし大切なのは、評価することで

はなく「今の私はこうなんだ」と受け止めることです。その受け止めからこそ、もし変化したいと願うならば、その一歩

を踏み出せます。自分自身を理解しない限り、セルフ・エスティーム（自己肯定感や自尊感情）は育ちません。たとえ

凸凹があっても、「私はこの世に唯一無二の存在で、誰も代わりにはなれない」という自己理解が、セルフ・エスティ

ームの土台です。 

さらに重要なのは「自分自身の中にいる、自分を一番よく知っていて、一番好きでいてくれる自分」を大切にする

ことです。完璧でなくても、「この私でいい、この私が好き」と思える感覚があることが大事なのです。 

また、自尊感情には２種類あります。ひとつは「社会的自尊感情」。これは社会や他者からの評価に左右されるも

ので、状況次第で大きく揺れ動きます。もうひとつは「基本的自尊感情」。これは他者からの評価ではなく、自分自

身のまなざしで自分を認められる感覚です。社会的自尊感情が折れてしまっても、基本的自尊感情があれば柳の

ようにしなやかに立ち直ることができます。 

  

（３）セルフ・エスティームを育むもの 
   
①子どもならＯＫ？ － 子どもの権利とは 

 

◇「こどもなら OK？ おとななら OK」ワークシートを読み、各自でチェックする 

◇子どもの権利条約についての資料を確認し、ワークシートの項目が子どもの権利条約のどの条文に関係する

か、グループで話し合う 
 

②「困」という漢字から考えるセルフ・エスティームを傷つけるものＶＳ育てるもの 
 

  ◇子どもが本来持っているチカラを発揮させなくしているものは何か？グループで５つ考える 

→ ポップコーン方式で全体共有 

  ◇セルフ・エスティームを傷つけるもの・阻むもの／育てるもの・励ますものを対比表に書き出す 

→ 回し読みで共有 

【「子どもが本来持っているチカラを発揮させなくしているもの」成果例】 
 

 ・自己決定できない ・偏差値至上主義 ・「あなたには無理」 ・どうせできない…という思い ・忙しさ 

 ・親の過度な期待 ・ネグレクト ・他者との比較 ・軍隊教育 ・説明しすぎる教師 ・多数派が正解 

 

【「セルフ・エスティームを傷つけるもの・阻むもの／育てるもの・励ますもの」成果例】 
 

 傷つけるもの・阻むもの 

・世間体 ・同調圧力 ・過保護 ・過干渉 ・白か黒か（曖昧が許されないこと） ・あきらめ ・無視 

・おとなが常に一緒 ・どうしようもない周りの環境 ・無関心 ・暴力や暴言 ・心ない言葉 ・否定 

・忙しさ ・周りの期待 ・結果主義 ・いじめ ・頼ることができない ・完璧主義 ・優劣、比較される 

育てるもの・励ますもの 

・ありのままを認める ・助けてもらえる ・ちがってもいいよ ・出会い ・協働作業 ・任せてもらえる 

・「ありがとう」言われる ・信頼できる仲間 ・何かをやりきる ・失敗を乗り越える ・ハグ ・あいさつ 

・「やりたい」を尊重される ・厳しいけど愛のある助言 ・あたたかい雰囲気 ・話をきいてもらえる 

・意見を言える ・他者との比較ではなく自分の成長を認められる ・自分は自分のままで OK！ 

・自己決定 ・社会的／経済的余裕 ・安全、安心 ・過程が大切にされる ・共感 ・夢中になる 
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③セルフ・エスティームを育て合うための５か条 
 

  ◇個人で、セルフ・エスティームを育み合うための具体的な行動を５つ考え、書き出す 
  

【「セルフ・エスティームを育み合うための具体的な行動」成果例】 
 

・１日をふりかえって、がんばったこと（うまくいかなくてもよい）を伝え合う 

        ・「ありがとう」など感謝のきもちを伝え合おう  ・小さな成長を見逃さない 

        ・ちがいに興味をもつ  ・多様な生き方を知る  ・１人ひとりの思いに寄り添う 

        ・ほめ合う時間をつくる  ・ゆるやかなつながりを大切にする  ・「すごい」と感心したことを伝える 

        ・失敗、間違いをおそれない  ・自分の好きを大切に！  ・表現することをこばまない 
 
 
 

★【ファシリテーターコメント】 …セルフ・エスティームって、本当は誰の中にもあるものなんです。でも「どうせで

きない」って言われたり、同調圧力に合わせざるを得なかったり、虐待やネグレクトみたいな経験をすると、どんどん削

がれてしまう。力はあるのに発揮できなくなるんですね。 

でも安心してください。セルフ・エスティームは大人になってからでも育てられるんです。どんなに傷ついたとしても、人

はまた立ち直れる。そこで最後に「セルフ・エスティームを阻むもの」と「育てるもの」をグループで出し合って、表にま

とめました。出てきたのは「できないって言われる」とか「比較される」といった阻む要素と、「信じてもらえる」「小さな

成功を認めてもらえる」といった育てる要素。たくさんの気づきが共有されました。 

まとめとして大事にしたいのは、アサーティブネスとセルフ・エスティームは両輪だということ。自分を大切にできるから

相手も大切にできるし、アサーティブに伝えられるようになると自己肯定感も高まる。形から入ってもいいし、練習から

入ってもいい。どちらからでも、自分を大切にする学びにつなげることができます。 

 

８．１日目のふりかえり 
 

◇グループで、「セルフ・エスティームを育み合うための具体的な行動」のうち２つと今日の感想を共有 

 

１日目終了 ---------------------------------------------------------------------------------- 
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■ セッション４ 開発と豊かさ －開発教育が目指すもの－                                       

 

１． オープニング 

（１）アイスブレーキング  

◇これまでの研修であまり一緒になったことのない人とグループになり、「しあわせ～とおもうとき」をお題に自

己紹介。 

 

（２）「豊かな社会にとって大切なこと」―「開発」の意味― 

◇「あぁ豊かだなとおもうとき」をグループで紹介し合う 

◇「豊かな社会にとって大切なこと」シートを各自で確認し、「自分にとって“豊かである”とはどのような状態か」

を考え、最も当てはまる９枚を選ぶ→ 優先度を考え、さらに５つを選ぶ 

→ グループで選んだものとそのポイントを紹介し合う 

◇属性または視点カードを１枚ずつ担当し、その立場で大切にな

ることを５つ選ぶ→ グループで共有し、「世界中の人たちが豊

かであるため必要なもの」は何かを話し合う 

→ 全体で話し合った内容を発表共有 

〈属性または視点〉 

①日本の子どもたちにとっては、どのカードが大切だろうか？  

②途上国の若者にとってはどのカードが大切？ 

  ③社会的マイノリティ（障害者／シングル家庭／性的少数者／外国人など）にとっては？ 

  ④自然や資源にとって豊かである、とはどのような状態？ 

  ⑤日本が豊かな社会であるために必要なものは？ 
 

★【ファシリテーターコメント】 …「誰かの人権が守られないままの社会に、本当の意味での人権尊重社会は

ありえない」。そうした問いから出発し、「豊かさとは何か」「開発とは何か」を考え続けることが、このアクティビティ

の要点です。 

開発教育では、「開発」という言葉を明確に定義しています。自分たちが暮らす国や社会や地域が、それぞれに

持っている様々な「力」（例えば、自然、文化、歴史、伝統、教育、経済、産業、技術、資源など）を発揮して、生活や

社会を「よりよく」「より豊かに」していくこと、そしてどのような生活や社会が「よりよい生活」であり、「より豊かな

社会」であるかを常に考えていくことが「開発」の意味。  チカラの発揮＝封を開けて力を解放する 

Development（De Envelope 封を開ける）＝開発。つまり、それぞれの人や地域が持つ力や知恵を覆いから解

き放ち、発揮できるようにすることです。他国だけでなく、自国や地域自身の潜在能力を開き合うことによって、共に

豊かさを分かち合う。その考え方のもとに開発教育は生まれ、今も進められています。 

これからの時代は、新しい課題が次々と現れるでしょう。子どもたちも厳しい未来を生きることになるかもしれま

せん。しかし、誰もが「幸せになるために生まれてきた」という前提を忘れず、「みんなで豊かで幸せであるために

何が必要か」を問い続ける場をつくり続けることが大切だと思います。 

そして、「誰かから教えてもらうこと」ではなく、自分自身で考え、他者と対話しながら「こうしたことが大事だ」と

見つけていくことが大事です。その学びの過程を支えるのが、まさに開発教育なのです。 
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２． 教師海外研修報告 

◇教師海外研修受講者１人に３人ずつのテーブルで、それぞれ報告した。３回入れ替えを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・休憩・・・・ 

 

■ セッション５ 参加者の力の発揮を支える －流れのあるプログラムの作り方－                      

 

3． 参加型について学ぶ － プログラム、手法、アクティビティ －  

◇参加型学習のプログラムについてのミニレクチャー 

◇これまでの研修で体験したアクティビティと参加型手法をふりかえり確認する 

 

４． ５ステップで作る参加型プログラム（個人）  

◇プログラムの作り方５ステップに沿って、個人でプログラム作り（ステップ４まで） 
 

１）ステップ０： テーマを決める 

２）ステップ１： テーマを理解する 

   ・参加型手法「ブレインストーミング」を用いて、テーマからイメージすること、テーマに含まれること、 

テーマから広がることを書き出す。 

  ３）ステップ２： 自分の「ねがい」を見極める 

   ・参加型手法「対比表」を用いて、参加者に「知ってほしいこと・気づいてほしいこと／ 

考えてほしいこと・どうなってほしいのか（行動）」を書き出す。 

４）ステップ３： 「ねらい」を定める 

・これから作るプログラムの目標、プログラムを通して参加者に提供したいことを明確にし、文章化する。 

   （例１）①          について知り、          に気づく。 

         ②              について考え、大切なことは何か共に確認する。 

   （例２）①まちの課題を出し合い、問題の原因を探る。 

         ②望む町の姿を共有し、実現のための手立てを考える。 

５）ステップ４： ストーリーラインを作る 

・ステップ２で作った対比表に書き出されたものに、参加者の意識の流れに沿う（考えやすい）ように、 

順番に番号を振る。 

・資料の「４行詩」の例を参考にしながら、番号に従い、プログラムのねらい達成に向けた、 

起承転結（１文ずつ）のストーリーを作る。  

６）ステップ５： 起承転結（４行詩）にアクティビティを当てはめる 

・ステップ 4で考えたストーリーライン１文に１つずつ、アクティビティを当てはめて、プログラムを考える。 
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【プログラムの作り方５ステップ 成果例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． チームで作る参加型プログラム  

◇テーマが似通う人たちとグループになり、グループで協力してプログラム案を作成 
 

〈参加型プログラムの評価の指標〉 

・ねらいを達成できるか                   

・参加者の主体性を引き出せるか 

・参加者同士の関係性はよりよくなるか      

・時間配分、手法は適切か                 

・参加者のニーズに合っているか。興味関心を引き出せるか 

・おなか一杯、、、でももっと学びたいと次につながるか 

・すでに知っていることだけではなく新たな発見気づきはあるか。新たな情報を持ち帰れるか 

・楽しく学び、自分たちで成し遂げた！という満足感、効力感を得られるか 

 

６． ファシリテーション実践  

◇グループごとに、プログラム概要を発表し、一部を実際にデモン

ストレーション 

 → 発表を受けて、よかったところとよりよくするための提案を 

し合う 

 

 

ステップ 1 ステップ 2 

ステップ 3 
 

ステップ 4 
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【 プログラムのねらいと展開 】 

１．シン・１年６組   

ねらい ・自分がクラスの一員であることに気付く 

・みんなで自分のクラスを良くするために

考える 

展開 １）みんな違うけど、共通点もあるんだね 

２）私たち、このままでいいの？ 

３）探そう、私たちのよりよい姿 

４）私の行動３か条！ 

２． わたし・あなた・みんなの人権宣言♡ 

ねらい ・人権について知り、日々の生活に関わっ

ていることに気づく 

・「人権が守られない世界」を共有し、自

分たちの生活でできることを考える 

展開 １）人権とは．．．？ 

２）人権が守られないと．．．？ 

３）みんなの人権宣言～こんな時どうしよう？～ 

４）みんなの人権宣言 

３．輝け！足助の未来！ 

ねらい ・足助の生態系の現状について知る 

・その原因について考え、自分にできるこ

とを見つける 

展開 １）写真を比べて、今と昔の現状を知る 

２）原因を探り、自分との関係について気付く 

３）「もしこのままだったらどうなるか」を話し合おう 

４）自分たちができることの手立てを考える 

４．グラデーションのある世界～友だち１０００人できるかな！～ 

ねらい ・１人１人ちがうのは、外国人、日本人関係

なく､誰にでもあることに気付く 

・ちがいのよさを知ることで、お互いのちが

いを尊重する 

展開 １）周りの人とのちがいに気付く 

２）外国とのちがいにも気付く 

３）ちがいの大切さに気付く 

４）自分とちがう人とのコミュニケーションの仕方を

考える 

５．みんなでつくろう、安心できるクラス 

ねらい ・自分について知り、他者とのちがいに気

付く 

・みんなにとって“安心できるクラス”をつく

るために一人一人ができることを考える 

展開 １）自分を知り、共有する 

２）どんなクラスにしたい？ 

３）各グループの「○○」という概念について考える 

４）“○○なクラス”をつくるためにはどうしたらよい？ 

６．未来へ～ぼく・わたしの行動宣言２０２５～  

ねらい ・異文化について肯定的に出会い、それぞ

れの国がもつ課題に気づく 

・ＳＤＧｓを通して共通の課題に気づき、自

分たちにできる課題解決の手立てを考え

る 

展開 １）自分の知らないおもしろい文化・課題があること

を知る 

２）ＳＤＧｓの達成状況を把握 

３）日本のＳＤＧｓの達成状況を知る 

４）行動宣言を立てる 

７．フェアトレード商品をバズらせよう！ 

ねらい ・フェアトレードについて知る 

・自分との関わりについて考える 

展開 １）どこから来たの？誰が作ったの？ 

２）フェアトレードについて知り、意味と価値について

気付く 

３）どんなアクションがあるか考える 

４）バズらせる方法を考え、プレゼンする 
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■ セッション６ 実践報告フォーラムに向けた確認・準備                                             

 

７． 第４回＋フォーラムまでのスケジュールとフォーラムの概要の説明  

◇事務局から見出しの内容について説明 

 

８． フォーラムで提供する実践体験プログラムの選定と有志チームの結成  

◇１人３票ずつ投票し、投票数が多いものからプログラムを３つ選び、有志チームのメンバーを募る 

 

９． ふりかえり  

◇気づいたこと・学んだこと、大切だとおもったこと、これから実行しようとおもうことの 3点をグループで共有 

 

終了 
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Ⅴ 中間会合 

 

 

 
 
 

■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

◆ 日 時：第 1回 2025年 11月 15日 (土)／第2回 2026年 1月 17日 (土) 

実践体験ワークショップ検討会 13:00～17:00、実践者フォローアップの会 16:00～17:00 

◆ 場 所：JICA中部 なごや地球ひろば２階 セミナールームＡ 

◆ 参加者数：実践体験ワークショップ検討会 

   ［第 1回］受講者 19名、JICA 1名、NIED 5名 合計 25名 

 ［第 2回］受講者 21名、JICA 1名、NIED 5名 合計 27名 

実践者フォローアップの会    

 ［第 1回］受講者  8名、JICA 1名、NIED 2名 合計 10名 

 ［第 2回］受講者  2名、JICA 1名、NIED 1名 合計  3名 

◆ ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター伊澤令子 

■ ねらい ―――――――――――――――――――――――――――――― 

① 実践報告フォーラム 2026における受講者有志による実践体験ワークショップの実施が円滑に進むよ

うプログラム作成支援、当日の準備支援を行う。 

② 受講者の各現場での実践状況を共有し、助言する。 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 

<セッション１> 実践体験ワークショップ検討会                                        

 
１．はじめに  検討会の進め方の説明、アイスブレーキング 

 

２．各グループでの検討  
 

 ベースとなるワークショッププログラム（中間会合①：実践編第３

回で作成したもの、中間会合②：中間会合①で作成したもの）

についてグループで話し合い、内容をブラッシュアップ、役割分

担、配付教材を決定。 

 

３．全体発表・より良くするための提案、再検討  
 

 検討結果をまとめ、全体で発表。提案などを受けて、再検討。 

 

<セッション２> 実践者フォローアップの会   

 
 個人の実践について、フォローアップを希望する受講者に対して、

NIEDスタッフが個別に相談に応じた。 

 

 

以上 
 

Ⅴ 中間会合 
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Ⅵ 実践報告シート  

 

 
  

■ 実践報告シート一覧 ―――――――――――――――――――――――― 
 
 

 

 

 

 

Ⅵ 実践報告シート 

No. 名前 対　象 時間数 テーマ タイトル

01 石原 舞 小学校５年生（32名） 10
国際理解・人権・貧困

・環境・SDGｓ
同じ地球、違う暮らし　～SDGsから考える持続可能社会～

02 伊藤 柚季 * 小学校６年生（89名） 12 国際理解、環境 みんなで　はなそう　まちのこと　みはまクリーンプロジェクト

03 上嶌 優里 中学校１年生（112名） 8 SDGs、地球規模の問題 My Action for SDGs ～Think Globally, Act Locally～

04 大竹 成信 小学校６年生（33名） 8 環境 嘘を見抜け！クイズで迫る地球の未来

05 尾河 実希子 小学校３年生（30名） 6
セルフエスティーム、

コミュニケーション、共生
つながる・ひろがる・クラスの根っこ

06 落合 亨 小学校５年生（36名） 13
国際理解、 SDGs、

貧困問題
スマホはあるのに、今日の夕飯は無い？～見えにくい貧困の正体～

07 小野田 りこ 小学校１年生（5名） 11 環境、地域活性化 僕等の町が大変だ！任せて、足助の未来！

08 垣内 望花 * 中学校１年（224名） 4 人権問題・共生 あっっったかい世界・日本・学校・クラスへ〜共に生きる〜

09 神谷 亮助 小学校６年生（119名） 20 国際理解、環境、SDGs 未来へつなげ！わたしたちのパビリオン～亀城万博２０２６～

10 木下 美保 大学２～４年生（17名） 3
平和、異文化理解、

メディアリテラシー
パレスチナ問題ってなに？～ゼロから知る　はじめの一歩～

11 幸田 恵美 中学校１年生（120名） 6
食文化、食糧問題、

飢餓、環境
知りたい！話したい！作りたい！～日本と世界の食を考えよう

12 近藤 千枝 小学校１～６年生（167名） 6
人権、セルフエスティーム

、キャリア
夢をもち　じぶんも相手も大切にする　あたたかな学校をめざして

13 澤田　晃一 *
特別支援校高等部

１、２年生（4名）
7 国際理解、SDGs ネパールの高校生は何の夢を見るのか

14 下谷 英克
中学校1～3年生

(特別支援学級22名)
6 多文化共生、国際理解 VAMOS！　心をつないで、未来へ行こう！

15 杉下 絵里華 * 小学校６年生（62名） 18 国際理解、SDGs ネパールからのメッセージ！ぼくらの未来会議

16 髙羽 亜紀 中学校１年生（80名） 9
社会の構成員という自覚、

人権、共生、公正、多様性
自分たちが作る、学校という社会

17 中條 真実 高校３年生(38名) 38
難民、国際理解、

コミュニケーション
未来を描く対話～模擬国連で挑む難民問題～

18 出村 寛美 教職員（25名） 1
コミュニケーション、

合意形成、リフレクション
教職員参加型で　Let‘ｓ　My探・リフレクション

19 中元 佑実 中学校３年生（106名） 7 SDGs もし自分たちが世界のトップリーダーなら…

20 名渕 裕 小学校４年生（77名） 23 環境 環境の輪を広げる　～学習発表会～

21 西川 真衣 小学校６年生（28名） 7
コミュニケーション、

セルフエスティーム
わたしは素敵！あなたも素敵！「ちがい」を豊かさに。意見の対立、もう怖くない！

22 丹羽 真琴 * 小学校６年生（96名） 7 人権、国際理解 創ろう！みんなの世界・みんなの幸せ♡

23 野田 琴乃 * 中学校１・２年生（179名） 4
多様性理解、共生、

コミュニケーション
違いを知り、同じ願いへ

24 萩尾 圭 小学校２年生（16名） 6 共生、コミュニケーション 学級をカラフルにしよう！～自分を知って　友だちを知って～

25 橋本 幹子 *
小学１年生～中学生

（27名）
2

異文化理解、自己の確立

、コミュニケーション
ネパールへ冒険！お宝ゲット大作戦！～つながる・考える・伝え合う～

26 東谷 亜希子
高校３年生

（国際理解コース35名）
5 人権、環境 サステナブルな社会を作るには？

27 深萱 健次 小学校５年生（54名） 4
環境、共生、教育

、社会参画
身近なことから「よりよい社会」について考えよう

28 松川 咲紀 小学校５年生（22名） 6
国際理解、自己理解

、他者理解
「わたし」も「あなた」も大切にできる地球市民

29 松本 双葉 * 小学校５年生（34名） 9 多文化共生　国際理解 咲かそう！わたし・あなた・みんなの笑顔

30 真野 直亮 * 中学校１年生（14名） 21
共生、貧困、

ソーシャル・アクション
Personal is Political　～共生社会に向けた私たちの選択～

31 森田 由梨奈 小学校２年生（23名） 30 地域理解 トレジャーハンターみあい～美合学区の宝を見つけよ～

32 八重尾 一貴 小学校５年生（117名） 19 食品ロス、共生、環境 食品ロス問題～解決アクションプロジェクト～

33 山越 栄太郎 小学校６年生（69名） 19 多様性、多文化共生 わたしとあなたと世界のみんな

34 山田 拓弥 中学校２年生（152名） 10 国際理解、SDGs、キャリア SDGs×キャリア教育～開発教育を通して、優しい未来を～

35 吉岡 円茄 高校３年生（108名） 8 多文化共生、人権 国語科だからできること　教科×国際理解教育

36 脇田 佐知子 小学校５年生（30名） 8 人権（セルフエスティーム） つくろう！みんなが幸せにくらせる世界

凡例：「*」…教師海外研修（ネパール）受講者
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第４回 「開発教育・国際理解教育の可能性」記録 

－ 人を啓き・社会を開き・未来を拓く － 

■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆日時：2026年 2月 21日（土）10:00～17:30 

◆場所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ、Ｂ、Ｃ 

◆参加者：受講者 34名、NIEDスタッフ 6名、JICAスタッフ 1名 合計 41名 

◆ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊澤令子 

■ 第４回ねらい ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ○ 実践の成果と課題を共有し、１年間の学びをふりかえり、開発教育の意義と可能性を確認しあう 

○ 開発教育を通して学んだことをフォーラムで一般に向けて発表し、“学びの好循環”を作る一歩を踏み出す 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ セッション１ 研修ふりかえり                                                              

 

1． 開会 

◇開会、開催にあたっての留意事項   

 

２． はじめに 

◇本研修の目的と概要説明   

◇第 4回のねらいの確認  
 

★【ファシリテーターコメント】 …私たちは、教育こそが人と社会の健やかさの鍵であると考えています。しか

し、かつての軍国教育がそうであったように、どんな教育でもいいわけではありません。私たちは、世界情勢が困難

な今だからこそ、徹底的な非暴力と平和を構築する教育者の使命を再認識する必要があります。 

「夢物語だ」と言われるかもしれませんが、私たちは平和を創る一人ひとりを育てたいと言い続けたい。教員研

修に特化し、一人の先生が向き合う３０数名の子どもたちにその想いが伝われば、２０年後にはどんな希望が生ま

れるでしょうか。いつかオセロの黒が白に変わるように、この教育に触れる子どもたちが増えていく未来をみなさん

と描いていきたいです。 

今日は受講者としての最終回ですが、明日はバトンを渡す「ホスト」になります。この２日間を大変な長丁場と捉

えるのではなく、文化祭の前夜のような高揚感を持って、ゆったりと楽しんでください。１年間の成果を言語化し、明

日、ヒントと仲間を求めてやってくる１２０名の参加者に、みなさんの実践をしっかりと繋いでいく。それが今回の最

終ミッションです。 

Ⅶ 開発教育指導者研修（実践編） 第４回 
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3． アイスブレーキング 

◇イニシャルで自己紹介 

◇お題カードを引いてジェスチャークイズ。グループで協力して 

１０個のお題を早く解いたチームの勝ち。 

 

４． 実践編第１回～第３回研修のふりかえり  

◇資料を読み、第１回～第３回の内容と流れを再確認し、次のこと

をグループで共有 

①「研修を通してわたしがわかったことはこんなこと」 ３つ 

②「研修を経て自分の中で変化したことはこんなこと」 ２つ 

③「研修に参加したからこそ、もっと知りたくなったことはこんなこと」 １つ 

 

■ セッション２ 実践の共有                                                                 

 

５． 実践の共有と報告 

◇「実践報告フォーラム２０２６」の実践報告の流れを確認。 

◇ グループメンバーの実践（「実践報告シート集」）を読み、メンバ

ーの実践について概要を確認したうえで、報告と質疑を行う。

途中グループを替え、６人と報告を共有。 
 

・・・・休憩 10分・・・・ 

 

● グループ替え（番号を振って移動）→「次の実践でやろう！とおもうテーマ」をお題に自己紹介。 

 

■ セッション 3 実践報告フォーラムの準備① 研修ふりかえり                                  

 

６． 開発教育／国際理解教育の可能性と教育者の使命  

（１）開発教育／国際理解教育の意義と可能性  

◇自分（教育者）、学習者、周囲への良い影響や社会へのインパクトを派生させて考える→ 回し読み共有 

◇開発教育／国際理解教育に取り組む意義や可能性を伝えるキャッチコピーを考える 

 

【「自分（教育者）、学習者、周囲への良い影響や社会へのインパクト」成果例】 
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【「この教育に取り組む意義や可能性を伝えるキャッチコピー」成果例】 
 

 ・あなたの一歩が未来をつくる～仲間と共に伝え合おう～  ・自己実現可能な社会をあなたの手から 

 ・太陽の色は赤だけじゃない～知らない世界を知って人生を豊かにしよう～ 

 ・ミライづくり始めました  ・ワクワクのバトンタッチ  ・つながる心、広がる世界２０２６   

 ・知るからつながる  ・紙一枚で世界が広がる 問いかけひとつで私が広がる 

 ・視点がかわる 世界が広がる 授業のヒントはあなたのそばに 

 ・参加のカタチが社会のカタチ 参加のカタチが未来のカタチ 
 

 

★【ファシリテーターコメント】 …SDGs の達成期限まで残り５年となった現在、世界の達成率はわずか

15.5%に留まっています。特に日本においては、ジェンダー平等や環境資源の保護といった項目で、依然として強

固な課題が残されています。私たちはこうした統計数字を単なるデータとして受け取るのではなく、その背後にある

現実を直視しなければなりません。例えば、最新の情勢におけるパレスチナでの甚大な犠牲など、数字には表れき

らない命の尊厳が今この瞬間も脅かされています。情報の真偽が入り乱れる現代において、複数のソースを照らし

合わせる「３点確認法」のようなリテラシーを磨き、何がファクトで何がフェイクなのかを自分の足で確かめていく力

は、子どもたちだけでなく、教育に携わる私たち自身にも不可欠なものです。 

社会に山積する課題を前にしたとき、私たちはともすれば「自分一人が動いてもどうにもならない」という悲観論

に陥りがちです。しかし、この教育が信じているのは、変化は必ず一人の人間から始まるという可能性です。１人の

１００歩を待つのではなく、１００人がそれぞれの１歩を踏み出すこと。誰かが始めれば必ず道は拓けると信じ、周囲

を巻き込みながら仲間を増やしていく「アドボカシー」の力を育んでいくこと。私たちは、誰もが社会を共につくる

「行動主体」になれると信じています。 

 

● グループ替え（ジャンケンをして移動）→「お店屋さんをするなら？」をお題に自己紹介。 

 

（２）開発教育／国際理解教育の担い手としての行動宣言  

◇SDGsに関する資料から世界の現状を確認する 

◇持続可能なよりよい社会を創るために、必要な知識・情報／ 

大切な価値観／育てたいスキルを対比表に書き出す 

→ ギャラリー方式で全体共有 

  ◇「開発教育／国際理解教育の担い手 7か条 －わたしは○○ 

する！」 行動宣言を考える→ グループで回し読み共有 



 

 

 

Ⅶ 開発教育指導者研修（実践編）第４回  

 

73 

 

【「持続可能なよりよい社会を創るために、必要な知識・情報／大切な価値観／育てたいスキル」成果例】 

 

【「開発教育／国際理解教育の担い手７か条」成果例】 
 

 ・「ちがい」をポジティブにとらえる接し方をする！  ・普段からその子の良いところをたくさん伝える！ 

 ・事象の背景やその先を想像する  ・相手をまずは受け入れる  ・学び続ける  ・行動し続ける 

 ・常に学び続けて新しい情報を提供する  ・自分の価値観は公平公正か？といつも問うてみる 

 ・仲間を大切にする  ・「言葉の力」を伝える  ・生徒たちに頼りまくる  ・挑戦を恐れない！ 

・小さな１歩はまず自分から  ・色々な人とのつながりをつくる  ・子どもから学ぶ  ・計画的に進める 

 

７． 実践報告フォーラム２０2６の進め方と各自の動きの説明・確認  

◇事務局からフォーラムの進め方と受講者の動き方を説明 

◇フォーラムの最後のあいさつをする受講者代表を選出 

◇明日への心構えをグループで共有 

  「教師海外研修報告・実践報告・ワークショップを通して、参加者に持ち帰ってほしいこと」  

「明日期待すること／自分が貢献できること」   

 

■ セッション４ フォーラムのための準備②                                                   

 
 

８－1． 実践体験ワークショップ（有志チーム）の準備 

◇４つの部屋に分かれて、実践報告フォーラムでのワークショップ提供準備 

 

８－2． 教師海外研修報告の準備と確認 

◇写真等を投影しながら、実践報告フォーラムで報告のデモンストレーション 

 

８－3． 上記以外の人…ポスターセッション（個人実践報告）の準備及 

◇縦型ホワイトボードや段ボール板への実践の写真や成果物の掲示 

 

終了 
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

◆ 日 時：2026年2月22日 (日) 10:00～17:00 

◆ 場 所：JICA中部 なごや地球ひろば２階 セミナールームＡ・Ｂ・C 

◆ 参加者数：一般参加者130名、受講者34名、JICA4名、NIED 6名、合計174名 

             一般参加者のうち、午前124人、午後91人、交流会52人 

       （一般参加者内訳：教員91名、学生13名、JICA6名、NPO4名、その他16名、 

                       愛知98名、岐阜4名、三重8名、静岡13名、その他7名） 

◆ ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊澤令子、研修受講者 

■ 開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム 2026のねらい ―――――― 

①【受講者】実践報告、モデルプログラムのファシリテートと参加者との意見交換を通して、実践の自己確認、

総括を行い、ネクストステップへの意欲を高める。 

②【参加者】実践者の成果と課題を共有し、自らの実践のヒントとネットワークを得てもらう。 

③【主催者】開発教育・国際理解教育を推進し、研修事業の次の参加者を広げる。 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 

1．あいさつ  
 

 JICA 中部所長より主催者あいさつ、開発教育指導者研修

（実践編）と教師海外研修の概要の説明、本日のプログラム

の説明。 

 

 

 
 

2．教師海外研修報告  
 

 同行ファシリテーター挨拶の後、現地の写真や動画などを投

影しながら、ネパールで得た学び・出会い・教材をどのように

実践に繋げ、子どもたちに還元したのか報告。 

 

 
 

3．実践報告ポスターセッション  
 

 実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」と

実践の教材、成果、写真などを掲示して、それをもとに、フォー

ラム参加者へ 42 分間（14 分×3 セッション）で、一人ひとり

が説明及び質疑応答。 
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Ⅷ 開発教育・国際理解教育実践報告 フォーラム 2026 

4．実践体験ワークショップ  
 

 研修で受講者がチームで作成した成果物のうち 4 つを、2 時間の一般向けプログラムとして修正し、受講者がファ

シリテーターやコーディネーターとなって提供 

 各ワークショップのプログラムの概要は以下のとおり。 

 

実践体験ワークショップのプログラムの概要 

 
 

① みんなで創る、みんなの居場所  （提供受講者5人、参加者 28人） 

 テーマ： 共生  

 ねらい： 日本で働きたいネパール人の気持ちを知り、日本で暮らす外国人とのギャップに気付く。 

平和な世界を創っていく一員として、お互いが心地よく過ごせる方法を考える。 

 プログラム：1）アイスブレーキング「４つのコーナー」 

2）これは日本のもの？ネパールのもの？写真分類 

3）ロールプレイ「日本で働きたい彼らの思い」 

4）日本で働くことの期待と出会うかもしれない 

困りごと 

5）日本人と日本で働く海外の人とのすれ違い 

6）すれ違いの原因は何だろう 

7）すれ違いの原因を解決しよう 

８）行動宣言「みんなで創ろう！みんなの居場所」 

 

② Change the Future ～ぼく・わたしの行動宣言 ２０２６～（提供受講者8人、参加者 23人） 

 テーマ： SDGs  

 ねらい： いくつかの国について肯定的に出会い、それぞれがもつ課題に気づく。 

日常生活をふりかえり、自分たちの反SDGs行動が地球規模の課題につながっていることに気づく。 

自分たちにできる課題解決の手立てを考える。 

 プログラム：1）アイスブレイク「多分あなたはこんな人」  

2）SDGsカルタ 

3）フォトランゲ―ジ 4カ国に分類 

4）SDGs達成状況と既出 4カ国のマッチング 

5）自分の反SDGs行動の確認 

6）反SDGs行動が続いたらどうなる？ 

７）SDガード！やめたい行動はなに？ 

８）行動宣言「自分にできる課題解決の手立て」 

 

③ フェアトレード商品をバズらせよう（提供受講者6人、参加者 21人） 

 テーマ： 人権・環境  

 ねらい： フェアトレードについて知る。フェアトレードと自分とのかかわりについて考える。 

 プログラム：1）アイスブレーキング「私の好きなおやつ」 

2）フェアトレード基礎知識クイズ 

3）フェアトレードの取り組みについて調べてみよう 

4）フェアトレードが広がった明るい未来の姿 

5）フェアトレードをバズらせるハッシュタグを考えよう 

6）自分とフェアトレードの関わり方について考えよう 



 

 

 

 

Ⅷ 開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム 2026 

 

76 

 
 

④ 足助いいだら～守りん、うちらのもみじ（提供受講者6人、参加者 19人） 

 テーマ： 環境保全  

 ねらい： 足助の現状を知る。人間の生活と自然の関係について考える。 

足助の環境を維持していくために、自分ができることを見つける。 

 プログラム：1）アイスブレーキング 

「疲れた時、癒されたい時に行きたい場所」 

2）足助クイズ 

3）足助の抱える問題と原因 

4）原因を放置するとどうなる？ 

5）原因に対して「みんな」「わたし」ができること 

6）自分には何ができる？行動宣言 

 

 
 

5．ふりかえり・閉会  
 

 ふりかえりシートとして、①発見したこと、または嬉しかったこ

と、②これから「つなげていきたい・行動したい」と思ったこと、

その他ご自由に （より良くするための提案など）を記入し、グ

ループで共有。全体でも数人が感想を発表。 

 受講者代表が閉会のあいさつ 

 
 
 
 
 

6．交流会  
 

 フォーラム終了後、希望者が残り、1時間ほどの交流会を実施。

過年度受講者の有志グループによる進行で、一般参加者と

の交流を促進するプログラムを提供。 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅷ 開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム 2026 

77 

● ふりかえりシートの回答 
 
 
 
「発見したこと､嬉しかったこと」初参加者  

⚫ 報告者の先生方、参加者のみなさんの熱量がすごかった。 

⚫ いろいろな参加型手法を体験できた。  

⚫ 自分の知っている物事の新しい／違った面を知ることが

できて面白かった。  

⚫ 高校国語科の実践報告。 

⚫ みんなで国際協力について考え、他者を認めあう姿勢。  

⚫ 高校生として参加し、教員の視点や知見を知れて二歩三

歩成長できたこと。  

⚫ 今の日本の学校教育をリアルな声で知れた。 

⚫ はじめて会う人とも同じ課題を考え、話すことができた。  

⚫ 誰でも Welcomeな場！ 

⚫ 様々な授業実践の発表を聞くことができたこと。  

⚫ 発表者が活用していたAIの種類や使い方。 

⚫ 国際理解教育や外国ルーツの生徒への接し方など共有で

きる人が多かった。  

⚫ 具体的なアイスブレイクの方法。  

⚫ 幸せのかたちは一人ひとり違っていること。  

⚫ 自分にもできることがたくさんあること。  

⚫ 学校教育も変化してきていることが実感できた。  

⚫ 初参加だったが、気さくに話しかけてもらえたこと。  

⚫ 同じ学年の先生の頑張っている姿を見ることができた。  

⚫ お世話になっている先生の想いを知ることができた！  

⚫ JICA中部の取り組みを理解することができた。  

⚫ 国際理解教育にはまず世界を肯定的に捉える必要がある

とわかった。  

⚫ 先輩教員とのつながりが持てた。  

⚫ 新たに学びたいと思うことに出会えたこと。  

⚫ 当たり前と思っていたことを別の視点から見ることの大

切さ。  

⚫ まねしてみたいと思える実践に出会えたこと。  

⚫ たくさんの方が日本の教育のために活動していること。  

⚫ 様々な立場の方の考えを知ることができ、学べた。  

⚫ こんなにも国際理解教育に興味がある人が多いんだ。  

⚫ 生成AIをうまく活用されているのが印象的だった。  

⚫ 担当教科で実践する難しさを感じていたが、具体的な実

践が知れてよかった。  

⚫ 若い先生方が頑張っていて日本の未来が明かると思った。 

⚫ 国際交流の大切さ、ネパールの良さを知れた。  

⚫ 仲間がたくさんいること。  

 

「発見したこと、嬉しかったこと」 2回以上参加者 

⚫ ｢参加したくなる」が「もっと参加したくなる」になった。  

⚫ 同じテーマでも見え方、感じ方がちがうということ。  

⚫ いつ来ても新しい発見があること。  

⚫ 参加型は生徒も先生も元気になる。  

⚫ 仲間と再会できたこと。  

⚫ 外国人労働者の視点を学べた。 

⚫ 発表者の個性が実践に表れていて聞いていて面白かった。 

⚫ 参加者と交流でき、新しい出会いができた。  

⚫ 出会い、人とのつながりが人生を変える！  

⚫ デジタルをうまく取り入れた実践やワークショップに驚

き！ 

⚫ 誘った人が「楽しい」と興奮していたこと。  

⚫ 各教科の中で実践している報告を聞き、自分もさらにや

っていきたいと思った。  

⚫ 授業で大切にしたいことに気づけたこと。  

⚫ すぐにやってみたい実践に出会えたこと。  

⚫ 養護教諭に無限の可能性を感じた。 

⚫ セルフエスティームの実践内容をたくさん知れた。  

⚫ ワークショップで肯定してもらえるうれしさに気づいた。  

⚫ 言語での対話が困難な子どもたちとも、自尊感情を育む

学びの場づくりのヒントをたくさんもらえた！  

⚫ 英語の授業での実践が興味深かった。 

⚫ 小中学校の実践は基本がしっかり、丁寧でわかりやすか

った。やっぱり基本が大事だと思った。  

⚫ はじめましての人、顔なじみの人両方と出会えたこと。  

⚫ 貧困に関心があるという高校生が参加していたこと。  

⚫ より具体的に自分のバックグラウンドを活かしてできそ

うなことを見つけた！  

⚫ 多くの先生たちがチャレンジしてあきらめない姿に励ま

されました。  

 

「発見したこと、嬉しかったこと」研修受講者  

⚫ 教育、国際理解教育に関心のある多くの人と出会い、交

流できたこと。  

⚫ 昨年と今年の自分の比較ができたこと。  

⚫ たくさんの方が参加し、実践を聞いてもらえたこと。  

⚫ 開発教育・国際理解教育を広める一員になれたこと！  

⚫ いつもは授業は一人でするが、今回仲間とワークショッ

プ作りをすることで、勉強になったし楽しかった。  

⚫ 自分の実践に興味をもってくれる 人がたくさんいたこと。  

⚫ 以前受講したオンライン研修のときよりも、人との交流

ができ、多くの人とつながれたこと。  

⚫ 実践を発表する過程で、適切に評価し、ふりかえること

ができた。  

⚫ 仲間や友人が発表を聞きに来てくれたこと。  

⚫ 国際理解教育に取組む新たな仲間ができたこと。  

⚫ 他の人の実践報告から、様々な視点から授業でできるこ

とを発見した。  

⚫ 午後のワークショップで、参加者の反応がよく、夢中で

参加してくれた様子がうれしかった。  

※「ふりかえりシート」を一部集約して掲載した。  
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⚫ 開発教育に興味のある人がたくさんいること。みなさん

熱い思いをもっていること。  

⚫ 人が嬉しいと思うことに取 り組む良さを発見した。  

⚫ 実践をみて「面白かったです！」と言われたこと。  

⚫ 特別支援教育に関心をもってくれる人がいたこと。  

⚫ ワークショップの提供者だったが、参加者から多くの学

びと視点をもらえた。  

⚫ 不安や無関心は「無知」から起こることで、「知る」こと

が何より大切であること。  

⚫ 想いを伝えられる場って貴重。全員に感謝。  

⚫ 知りたいと思っている人が意外と多い！仲間が増える伸

びしろ♡  

⚫ 他教科の視点も知ることができ、発見があった。  

 

「つなげていきたいと思ったこと」初参加者  

⚫ 今日のつながりを生かして、仲間・ネットワークづくり

をしたい！  

⚫ try and error.検証してさらなる良い取 り組みに。  

⚫ 外国人労働者が増えてきているので、困っている人を見

かけたら声掛けをしたい。  

⚫ 世界の現状についてもっとたくさん知りたい。  

⚫ 競争社会の中で、少しでも異なる価値観をもった人を認

めることを忘れない。  

⚫ 柔軟なアイデアや斬新な視点を参考に、もっと自由にた

くさん積極的に動こうと 思った。  

⚫ 今日の経験を友人や職場の人と共有する。 

⚫ 実践発表で聞いた内容を、学校に持ち帰ってぜひ実践し

たい！ 

⚫ 自分の学校だけでなく、横のつながりや協力できること

をしていきたい。  

⚫ 今日の学びをもっと深めて、未来をつくる子どもたちに

伝えていきたい。  

⚫ 自分で考える力、相手の言葉を聞く力も忘れないような

環境をつくっていきたい。  

⚫ 知らないことばかりだった。自分に蓄積し、子どもに還

元したい。同僚にも話したいと思う。  

⚫ 今日のワークショップで行動宣言したことを意識して過

ごしていきたい。  

⚫ 教科学習で、単元のはじめに面白そう 楽しそう とプラス

のイメージをもてるような導入を行いたい。  

⚫ ワークショップで学んだフェアトレード商品を購入。  

⚫ 自分事として捉えることを忘れず生活していきたい。  

⚫ できることを面倒がらず、少しずつ心がけていきたい。  

⚫ まずは学んだことを何か授業の中で使ってみたい。  

⚫ 積極的に海外へ出向き、経験を伝えたい。  

⚫ 教師になる大学生に教えているので、教師としての表現

力の１つとして伝えたい。  

⚫ 違いを認めあって共生できる人を学校や家庭で育てたい。  

⚫ 自分も気軽にやってみたい！ 

⚫ SDGsや国際理解について楽しく学べる活動をしたい。  

 

「つなげていきたいと思ったこと」 2回以上参加者 

⚫ もっといろいろな国について知る！  

⚫ AIの効果的な使い方を学んでいきたい。  

⚫ 明るく元気に楽しく生きる。  

⚫ 探求プログラムのアップデート 。  

⚫ 過年度受講者とつながっていきたい！  

⚫ その気にさせるワークショップの仕掛けづくり。  

⚫ 今日知り、体験したことを授業や職場でつなげる。  

⚫ このフォーラムへの参加者を増やす。  

⚫ 今の立場を活かした国際理解教育の広げ方を模索したい。 

⚫ 実践を続けていくために、ブラッシュアップしていく。  

⚫ 計画的に参加型国際理解教育に取り組む。  

⚫ 自分から関わっていくこと、人とつながりながら課題を

解決していくこと。  

⚫ 仲間と知り合うだけでなく、次は何かを一緒に作りたい。  

⚫ 目の前の子どもたちと一緒に考えること。  

⚫ 小さな行動を積み上げていくこと。  

⚫ 子どもたちの幸せを願う教育の実践者がつながる場をつ

くっていきたい。  

⚫ 同僚の先生を巻き込んで、わくわくすること。  

⚫ 少しの時間でも参加型を取り入れた授業をする。  

⚫ フォーラムへの高校教員の参加者を増やしていきたい。  

⚫ 今の自分の活動に自信をもって、どんなカタチでも続け

ていきたい。  

⚫ 繋がった人との定期的な交流。  

⚫ 自分の周りの人に参加型学習の楽しさを伝えて、広めて

いきたい！ 

 

「つなげていきたいと思ったこと」研修受講者  

⚫ セルフエスティームについて特に深め、実践していく。  

⚫ 参加型の手法を広げる。 

⚫ 学校での実践を継続、発展させていきたい。  

⚫ 子どもとのかかわりの中で、多文化共生の視点をもてる

実践をしたい。  

⚫ 今年だけの実践で終わらず、学校や学年で共有するなど

還元していきたい。  

⚫ 総合の明確なカリキュラム化。  

⚫ 自分の生活でも職場でも少しずつ実践をしていきたい。  

⚫ 自分の行動、発信で周囲へ伝播させる。そのために挑戦

と学びを続けたい。  

⚫ 人権をもっと身近に思ったり、考えたりする工夫。  

⚫ 参考になったことを、来年度やる！  

⚫ 教科と国際理解をつなげ、子どもたちの日常に落とし込

んでいきたい。  
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

８  

 

 ※修了した受講者に対し、全ての研修終了後に実施したアンケート結果を取りまとめた。36人全員が回答。 

■ 研修への期待と満足度について ――――――――――――――――――― 

 受講者の開発教育指導者研修（実践編）（以下、「指導者研修」という）に対する期待や目的は、「開発教育･国際理

解教育の内容･手法･事例を知る」（83％）、「自らの視野や能力を研鑽する」（78％）、「参加型学習・ファシリテーター

の能力を高める」（72％）、が上位３つとなっている【設問１】。 

 それらの期待や目標を持った受講者は、研修に対して「とても満足できた」（86％）、「満足できた」（8％）と回答して

おり、全体として満足度の高い研修であったといえる【設問2】。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研修を受けた自分自身の意識の変化について ――――――――――――――― 

● 受講者の関心の高まり 

「受講前から関心があったが、より関心が高まった」

（78％）、「受講前はあまり関心がなかったが、受講後

関心が高まった」（22％）と回答しており、本研修が受

講者の人権、環境、貧困、開発、共生、平和などに関する

情報への関心の高まりに寄与しているといえる【設問３】。 

 

 

 

 

研修を通して、受講者自身が「地球上で起きている環境や貧困問題と自分とのつながりについての意識化」をした

り、「国際協力について自分にできることの意識化」をしたりできたかについてみると、前者は「よく意識するようになっ

た」と「意識するようになった」を合わせて 97％、後者は「よく考えるようになった」と「考えるようになった」を合わせて

94％となっており、本研修は全体として受講者自身の学びや行動に繋がったといえる【設問4,5】。 

Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価 

設問 1；指導者研修に期待したこと・目標としたこと

は何ですか。（複数回答）  

設問２；指導者研修は、あなたの期待（あるいは目

標達成の支援）を満足させるものでしたか。  

設問３； 研修を通じて、人権、環境、貧困、開発、共生、

平和などに関する情報に関心を持つようになり

ましたか。  

No. 選択肢 回答者数 割合

1
開発教育･国際理解教育の内
容･手法･事例を知る

30 83%

2 自らの視野や能力を研鑽する 28 78%

3
参加型学習・ファシリテーターの能
力を高める

26 72%

4
世界の現状や日本とのつながりを
知る

21 58%

5
実践者同士で交流し、ネットワー
クを作る

19 53%

6 その他（人権教育に関わる取組の展開） 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても満足できた 31 86%

2 満足できた 3 8%

3 ある程度満足できた 1 3%

4 満足できなかった 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1
受講前から関心があったが、受講
後より関心が高まった

28 78%

2
受講前はあまり関心がなかった
が、受講後関心が高まった

8 22%

3
受講前から関心があり、受講後
も変わりない

0 0%

4
受講前はあまり関心がなかった
し、受講後も変わりない

0 0%

全体 36 100%
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

■ 開発教育・国際理解教育の実践について ――――――――――――――――― 

● 実践時間 

 受講者の当該教育の実践時間は、「6～10時間」が49％と最も多く、次いで、「11時間以上」が31％、「3～5時間」

が14％となっている。平均では10.6時間と昨年度の5.9時間よりも多くの時間取り組んだ年度といえる【設問6】。 

 本研修受講前との機会や時間の増減では、「増加した」が 94％であり、受講者の多くが受講前よりも多い実践を行

っている【設問7】。増加した主な理由としては、本研修の学びや契機が要因になっていることがわかる【設問8】。 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

1. 手法・具体的方法の習得（13 件）…「手法を教えていただき、実践したくなった」「対話活動など具体的な方法が

分かったから」「具体的な方法を体験しながら得ることができた」 

2. 意欲・モチベーションの向上（11 件）…「研修を受けて実践したいという気持ちになった」「魅力的な体験をし、子

どもにも体験してほしいと思った」「興味をもったのでやってみたくなった」 

3. 参加型・アクティブラーニングの効果実感（6 件）…「参加型の手法で学びが深まると分かり、もっと実践したくな

った」「短い時間でも参加型手法を取り入れようという意識が高まった」「アクティブラーニングの手法を試してみた

いと思った」 

4. 研修による理解・知識の深化（5 件）…「知識が増え、方法を知ったから」「自分の理解が深まったから」「開発教

育の重要性をさらに感じたから」 

5. 仲間・ネットワークの影響（4 件）…「仲間に刺激された」「熱意をもった仲間に出会ったこと」「相談ができる環境

がありがたかった」 

設問４； 研修を通じて、地球上で起きている環境や貧

困の問題と自分たちの生活とのつながりを意識

するようになりま したか。  

設問５； 国際協力（身近な買い物から直接支援まで）

について自分にできることを考えるようになり

ましたか。  

設問6； 開発教育・国際理解教育の実践時間 設問7； 本研修受講前と比べた実践時間の変化 

設問8；実践時間の増えた理由は何ですか。（多い理由順に主な意見概要を記載）  

←各受講者の実践報告シートに基づく。  

 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 増えた 34 94%

2 変わらない 2 6%

3 減った 0 0%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 よく考えるようになった 27 75%

2 考えるようになった 7 19%

3 ある程度は考えるようになった 1 3%

4 あまり考えるようにならなかった 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 よく意識するようになった 29 80%

2 意識するようになった 6 17%

3 ある程度意識するようになった 0 0%

4 あまり意識するようにならなかった 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 1～2時間 2 6%

2 3～5時間 5 14%

3 6～10時間 18 49%

4 11時間以上 11 31%

合計実践時間数 381 時間

１人当たり平均実践時間 10.6 時間／人
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

6. 実践機会・外的要因の増加（4 件）…「ワークショップ開催依頼が増えたため」「フォーラムでの発表に向けて実践

に取り組んだ」「学年で実践をやらせてもらえたから」 

7. 子どもへの願い・教育的価値の実感（4件）…「子どもたちの可能性を広げるきっかけになると感じた」「生徒に関

心を持ってもらいたいと願うようになった」「社会問題を自分事として捉える姿が見られた」 

8. 内容の汎用性・つながりの理解（3 件）…「様々なことが国際理解教育につながると知った」「様々な場面や単元

で関連させられると分かった」「つながりを意識した実践に変化した」 

 

● 実践内容 

  開発教育・国際理解教育の実践の内容は深まったかどう

かについては、「とても深まった」66％、「深まった」28％と

大半の受講者が、実践内容が深まったとしている【設問9】。 

  授業実践の深まりには 「参加型手法の理解 → 子ども

の変容の実感 → 授業観の転換」という流れで、“やり方”

から“子ども理解”を経て“授業観そのものの変化”へと深

化していることが読み取れる。【設問10】。 

 
 

 

  

1. 参加型学習・対話・手法の深化（12 件）…「対話の大切さを実感し、グループワークを授業で多く使うようになっ

た」「子どもの思考の流れを意識し、技法を使って実践できるようになった」「派生図や KJ 法など、考えを可視化し

共有することの大切さを実感した」 

2. 子どもの変容・主体性・自分ごと化の理解（9 件）…「子どもが社会問題を自分ごととして考えられる方法が分か

ってきた」「「かわいそう」ではなく構造や自分とのつながりで捉えるようになった」「外国の問題も自分たちの行動

で変えられると前向きに捉えるようになった」 

3. 授業づくり・指導観の深化（7 件）…「授業計画の流れや構成を意識するようになった」「ねらいを明確にし、それ

に合った手法でプログラムを組めるようになった」「子どもに考えさせて深める展開へと変化した」 

4. 国際課題・世界理解の深化（6 件）…「国際協力の重要性や世界の課題について理解が深まった」「気候変動や

パレスチナ問題など具体的なテーマの理解」「世界の出来事を自分の生活と関連させて考えられるようになった」 

5. 多文化共生・人権・価値観の深化（5 件）…「多文化共生の重要性について詳しく知ることができた」「身近な人

権について実践しようと思えるようになった」 

6. 学びのプロセス・学習観の変化（4件）…「すぐに答えを出すのではなく、自分ごとにする過程を大切にするように

なった」「個人で考える時間や学び合いの土台づくりを意識するようになった」 

7. 実体験・現地経験の活用（4件）…「ネパールでの体験談を伝えられたことが深まりにつながった」「「自分が見て

きたこと」をもとに授業ができるようになった」 

 

● 参加型のスキル 

 行動変容を支え関係性を育む「参加型」と参加型で学び合う場を提供するファシリテーターの役割の 1 つ目の指標

「気づきから行動へつながるプログラムの作成」については、「とても作れるようになった」22％、「作れるようになっ

た」50％、多くの受講者がプログラムの作成スキルがある程度向上したと認識している【設問11】。 

2 つ目の指標「学習者主体の手法の活用」については、「とても使えるようになった」42％、「使えるようになった」

設問 9； 開発教育・国際理解教育の実践の内容は深ま

りましたか。  

設問10； どのようなことが深まりましたか。 （多い順に主な意見概要を記載）  

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても深まった 24 66%

2 深まった 10 28%

3 ある程度深まった 2 6%

4
あまり深まらなかった＋深まらな
かった

0 0%

全体 36 100%
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

50％、であり、プログラムの作成とともに多くの受講者が学習者主体の手法の活用力が向上したといえる【設問12】。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

プログラム作成や参加型手法の活用については、「ある程度」作れる、使えるようになったという回答が一定数ある

ことから、より作れるようになる、より使えるようになるために、研修で提供したらよい内容を聞いた結果が以下のとお

りである【設問13】。 
 

 

  

◇自分たちで体験することが確実    ◇ミニマムな実践形式体験 

◇実践者の実践を沢山体験する    ◇対話活動の具体的な手法を学びながら実際に体験する  

◇自分たちが体験することで使いたい→たくさんの手法を体験する 

◇体験し、気付きが広がっていったり、ともに学ぶ仲間から新しい視点をもらったりする経験 

◇作ったプログラムについてアドバイスし合う時間を設ける 

◇受講者同士で行った模擬実践がとても良かった→「やってみる」機会を多く設ける 

◇自分たちでプログラムを作る機会を増やす（中盤からはメンバーを固定すると意見が言いやすい） 

◇参加者の興味を引く導入の作り方を知りたい   ◇実際の児童生徒を想定した研修 

◇対象の年齢や理解度に合わせて、内容をどう構成していくとよいかを知りたい 

◇グループのワークで意見が停滞したときの支援の仕方を知りたい 

 
 

■ 学習者の変化や周りへの波及効果ついて ―――――――――――――――― 

 

● 学習者の変化 

 開発教育・国際理解教育の実践により学習者のより

良い変化があったかについては、「とても変化があっ

た」56％、「変化があった」36％と多くの受講者が学習

者のより良い変化を実感することができている【設問

14】。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設問12； 研修や実践を通じて、学習者が、主体的に考え、

学習者同士が学び合えるような問いかけや参加型

の手法を使えるようになりましたか。  

設問 11； 研修や実践を通じて、流れに沿って気づきか

ら行動へとつながるプログラムを作れるように

なりましたか。  

設問14； 開発教育・国際理解教育の実践により 

学習者により良い変化がありましたか。  

設問13； より作れるようになる、より使えるようになるために、研修でどのようなことを提供したらよいと思 いますか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても作れるようになった 8 22%

2 作れるようになった 18 50%

3 ある程度作れるようになった 10 28%

4
あまり作れるようにはならなかった
＋作れるようにならなかった

0 0%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても使えるようになった 15 42%

2 使えるようになった 18 50%

3 ある程度使えるようになった 3 8%

4
あまり使えるようにはならなかった
＋使えるようにならなかった

0 0%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても変化があった 20 56%

2 変化があった 13 36%

3 ある程度は変化があった 3 8%

4
あまり変化はなかった＋変化はな
かった

0 0%

全体 36 100%
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 より良い変化の内容としては、「自分とは異なる他者への共感や思いやりが育った」（64％）、「開発途上国や国際

協力への関心が高まった」（64％）、「自分と他者・地域・世界とのつながりを意識するようになった」（56％）、「学ぶこ

とを楽しみ、主体的・継続的に学ぶ意欲が高まった」（50％）が、いずれも半数を超える結果となった。 

これらの結果から、開発教育・国際理解教育がめざす「他者理解」や「関心・意欲の喚起」、「つながりの認識」とい

った基盤的な力が、着実に育まれていることがうかがえる。また、参加型学習の導入により、学習内容の理解にとどま

らず、「学ぶことそのもの」への前向きな姿勢が育っている点も特徴的である。 

さらに、人権や環境への意識、生き方や共生について考える姿勢、コミュニケーションの向上といった変化も見られ、

知識だけでなく、気づきや態度、スキルを含めた幅広い学びが促されていると考えられる。 

一方で、「自分にできる国際協力への取組に関心を持つようになった」は33％にとどまり、他の項目と比べるとやや

低い結果となっている。このことから、関心や理解の高まりを、具体的な行動につなげていくことには、まだ課題がある

といえる【設問15】。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校や団体内の他の職員への波及 

所属する学校や団体内の他の教職員に対して、研修で

学んだ開発教育・国際理解教育や参加型の手法などを

伝えた受講者は 97％であり、その具体的な方法は、「日

常のやりとりの中で伝えた」が 72％と一番多く、次いで

「研究発表（授業公開など）で伝えた」と「校内・団体内で

の報告会・研修会で伝えた」が 39％、「同僚をフォーラム

に誘ったなど」36％などとなっている【設問16】。 

 

 

 

 

 

 

設問15； 学習者にどのようなより良い変化がありましたか。（複数回答）  

設問16； 所属している学校や団体内において、研修で

学んだ開発教育・国際理解教育や参加型の手法な

どを他の教職員等に伝えましたか。（複数回答）  

No. 選択肢 回答者数 割合

1 自分とは異なる他者への共感、周りに対する思いやりの気持ちが育った 23 64%

2 開発途上国や国際協力に関する話題に興味や関心を持つようになった 23 64%

3 自分と他者・地域・世界のつながりを意識するようになった 20 56%

4 学ぶことを楽しむようになり、主体的または継続的な学びに取り組む意欲が育った 18 50%

5 自分の生活を振り返り、世界の人権や環境を大切にする意識が高まった 15 42%

6 自らの生き方や共生について考えるようになった 14 39%

7 話す・聴く能力と態度が向上し、良好な人間関係を築くことにつながった 13 36%

8 自分に出来る国際協力への取組みに関心を持つようになった 12 33%

9 その他（初めて人に話すことやコミュニケーションを取ること） 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 日常のやりとりの中で伝えた 26 72%

2
研究発表（授業公開など）で伝
えた

14 39%

3
校内・団体内での報告会・研修
会で伝えた

14 39%

4 同僚をフォーラムに誘ったなど 13 36%

5
共同で教材を作成する際に伝え
た

8 22%

6
その他（授業の様子をチャットに残し
て共有した）

1 3%

7 どこにも伝えていない 1 3%

全体 36 100%
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周りへの波及の環境として、実践活動への所属する学

校や団体の上司や同僚の理解については、「以前から十

分に理解してくれている」25％であるが、「以前からある

程度理解してくれており、今回より理解が進んだ」28％、

「以前はあまり理解してくれていなかったが、今回理解が

ある程度進んだ」31％と、今回の研修を契機に理解が進

んだケースもあり、所属する学校での理解は合計で 84％

となっている【設問17】。 
 

 

 

 

 

● 直接提供事業と比較した本研修による学習者への還元効果 

開発教育支援の一環として実施されている「JICA が学習者に直接提供する国際協力出前講座や地球ひろば訪問

プログラム等（直接提供事業）」に対し、本研修は、開発教育を担う中核的な指導者を養成し、研修で得た知識や能力

を各自の教育現場において継続的に還元していくことを目的としている。 

研修受講者の実践実績に基づき、直接提供事業と比較した本研修の還元効果を試算したところ、年間で約 14.2

倍となった。これは、研修受講者が各現場において複数の学習者に対して継続的に実践を行うことにより、学びが波

及的に広がっていることを示している。 

さらに、受講者は自身の実践や研修で得た知見を他の教員等へ共有・伝達しており、こうした二次的・三次的な広

がりも含めると、本研修の還元効果は今後さらに高まっていくことが期待される。また、受講後の継続的な実践により、

単年度にとどまらない中長期的な効果も見込まれる。 

以上より、本研修は直接提供事業と比較して、限られた投入資源に対し、より大きく持続的な教育効果を生み出す仕

組みとして有効に機能しているといえる。 

 

● 開発教育・国際理解教育ネットワークづくりへの波及 

１年間の研修や実践を通した開発教育・国際理解教育

ネットワークは、97％の受講者ができたとしている。具体

的内容は、「受講者同士」83％、「学校や団体内」36％、

「学校・団体外」36％となっている【設問18】。 

  

 

 

◇研修受講者による延べ還元量＝16,841人・時間／年（受講者36人分の対象学習者数×実践時間） 

◇研修投入量＝研修受講者数36人×研修時間数33時間（第１回～第４回）＝1,188人・時間／年 

◇還元効果（倍）＝16，841人・時間／年÷1,188人・時間／年＝14.2倍 

設問 17； 所属する学校や団体の上司や同僚は、あな

たが行う開発教育・国際理解教育や参加型の実

践活動を理解してくれていますか。  

設問 18； １年間の研修を通じて、開発教育・国際理解

教育のネットワークができましたか 。（複数回答） 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 受講者同士でできた 30 83%

2 学校や団体内でできた 13 36%

3 学校・団体の外にできた 13 36%

4 できなかった 1 3%

全体 36 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 以前から十分に理解してくれている 9 25%

2
以前からある程度理解してくれており、
今回より理解が進んだ

10 28%

3
以前はあまり理解してくれていなかった
が、今回理解がある程度進んだ

11 31%

4
以前からある程度は理解しているが、
現状維持であった

3 8%

5
以前からあまり理解してくれていない
し、今回もそれは変わらなかった

2 6%

6 無回答 1 2%

全体 36 100%
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

■ 全体を通した評価、より良くするための提案 ―――――――――――――― 

● 研修を通して、わたしが「学んだこと」「気づいたこと」「行動しようと思ったこと」など（研修の成果） 

多い順に主な意見概要を示した。特徴は、「手法の習得」×「仲間とのつながり」×「価値観の変容」が同時に起きて

いる点にある。特に、実践スキル（①）、関係性・ネットワーク（②）、教育観・価値観（③④）が重層的に変化しており、

「できるようになった」だけでなく、「在り方そのものが変わっている」という、深いレベルでの学びの成果が表れている

といえる。 

 

① 参加型手法・授業実践の学び（16件） 

「日々の授業の中で参加型手法を取り入れるようになった」「手法を使うことで子どもが主体的に動き、学びが楽し

くなると分かった」「話し合いやファシリテーションなど具体的な手法を学んだ」 

② 仲間・つながり・協働の価値（13件） 

「仲間と技術や意識を高め合うことの大切さに気づいた」「仲間との学び合いが視野や意欲を大きく広げた」「同僚

性やチームで取り組むことのありがたさを感じた」 

③ 学習観・教育観の変化（11件） 

「学ぶことの大切さや楽しさを改めて実感した」「教師自身が楽しんで実践することの大切さに気づいた」「参加型

の学びは理解だけでなく学ぶ意欲も高めると感じた」 

④ 他者理解・共生・価値観の深化（10件） 

「他者の立場に立つ視点や「かもしれない」という想像の大切さ」「相手を理解するところから共生が始まると感じ

た」「誰一人取り残さない視点の重要性を再確認した」 

⑤ 行動意欲・実践への決意（10件） 

「学んだことを現場で実践し続けていきたい」「小さなことからでも行動していこうと思った」「フェアトレード商品を

買うなど具体的な行動につなげたい」 

⑥ 国際理解・世界課題への認識（9件） 

「世界の課題の深刻さや背景について理解が深まった」「パレスチナ問題など具体的なテーマについて学べた」

「世界の出来事を自分ごととして捉えることの大切さに気づいた」 

⑦ 子ども理解・学習者視点の深化（6件） 

「子どもが主体的に学ぶための手立てを考えられるようになった」「安心して発言できる雰囲気づくりの大切さを実

感した」「特別支援の子どもにも参加型手法が有効だと分かった」 

⑧ 自己成長・内省（5件） 

「自分はまだまだできることがあると気づかされた」「苦手なことにも挑戦して関わろうと思った」 

⑨ 体験・実感を通した学び（5件） 

「ロールプレイや体験活動で自分ごととして考えられた」「実際に体験することで学びの深まりを実感した」 

⑩ 学びの広がり・探究心（4件） 

「もっと学びたい、発信したいという意欲が高まった」「世界史や海外の教育への関心が広がった」 
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

● 開発教育指導者研修（実践編） 第１回～第３回について 
 

多い順に主な意見概要を示した。「参加型手法」＋「関係づくり」＋「リアルな国際課題」の 3 つが特に高く評価され

ている点にある。一方で課題は、「時間設計」「関わりの均等性」「実践支援（資料・フォロー）」に集約されている。 

 

（良かったところ＝引き続き提供を希望する内容） 

① 参加型手法・アクティビティの体験（10件） 

「たくさんの参加型手法を体験できてよかった」「さまざまなアクティビティを実際に体験しながら学べた」「アイスブ

レイクの方法がすぐ活用できてよかった」 

② グループ替え・交流・関係づくり（9件） 

「グループ変えや席替えで多くの人と関われてよかった」「頻繁なメンバーチェンジで交流が深まった」「いろいろな

参加者との交流が刺激になった」 

③ 国際課題（特にパレスチナ）の学び（9件） 

「パレスチナ問題を扱ってもらえたことがよかった」「歴史的背景も含めて深く学べたのが面白かった」「知らなかっ

た課題を知ることができ、大きな学びになった」 

④ 研修内容の質・構成・学びやすさ（6件） 

「内容が豊富でテンポもよく、効率よく学べた」「長時間でも集中して学べる構成がよかった」「丁寧な進行や声か

けで安心して参加できた」 

⑤ 幅広いテーマ・多様な内容（5件） 

「環境・人権・平和など幅広く学べた」「社会情勢に合わせた題材がよかった」 

⑥ 実践につながる学び（4件） 

「ワークショップを作って実践できたのがよかった」「すぐ学校で使える手法が学べた」 

⑦ ファシリテーション・場づくり（3件） 

「ファシリテーターの言葉がけが温かく安心できた」「関係づくりを大切にした場づくりがよかった」 

⑧ 資料・情報提供（2件） 

「資料をたくさんもらえてよかった」「実践に活かせる情報が多かった」 
 

（より良くするための提案や希望） 

① 研修日程・時間設定（2件） 

「2日連続は負担が大きいので分散してほしい」「日程の組み方を少し柔軟にしてほしい」 

② 参加の偏り・関わり方の改善（2件） 

「あまり関わらない人が出てしまうことがあった」「交流の偏りを減らす工夫があるとよい」 

③ テーマの広がり・深化（2件） 

「他の国際課題についても学びたい」「自治や地域課題など学校で使いやすい内容も扱ってほしい」 

④ 手法の扱い方の工夫（2件） 

「もっと参加型手法でテーマを扱う時間があるとよい」「体験と整理（メモ等）のバランスも工夫できるとよい」 

⑤ 資料共有・フォローアップ（2件） 

「ワークシートやスライドデータを共有してほしい」「実践に活かせる資料をさらに共有してほしい」 
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

● 開発教育指導者研修（実践編） 第４回研修について 
 

多い順に主な意見概要を示した。特徴は、「発表練習の安心感」＋「他者からの学び」＋「一体感の高まり」が非常に

高く評価されている点にある。一方で課題は、「発表を十分に聞き合えない構造」にほぼ集約されている。 

 

（良かった＝引き続き提供を希望する内容） 

① 発表練習・リハーサル機会（8件） 

「グループで発表練習ができ、本番に向けたイメージがふくらんだ」「発表前に練習する時間があり、見通しを持つ

ことができた」「リハーサル的に発表できたことで安心して本番に臨めた」 

② 他者の実践・発表からの学び（6件） 

「たくさんの人の実践発表を聞くことができ学びが深まった」「他の受講者の発表を聞けて参考になった」「発表練

習の中でも他者の内容を聞けた点がよかった」 

③ 交流・協働・一体感（4件） 

「前日に参加者同士の交流ができてよかった」「みんなで準備することで気持ちが高まった」 

④ モチベーション・雰囲気づくり（2件） 

「フォーラムに向けてモチベーションが高まった」「文化祭前夜のようなワクワク感」の声かけが印象的だった」 

（より良くするための提案や希望） 

① 発表の聞き合い・時間割の工夫（5件） 

「奇数偶数の分け方で聞きたい人の発表が聞けなかった」「同じグループ（奇数同士など）で複数回聞ける形がよ

い」「発表をより多く（例：3回）聞ける機会があるとよい」 

② グルーピングの工夫（2件） 

「校種が近いグループでもよかったのではないか」「グループ分けの工夫でもっと学びやすくなる」 

③ 開催時期・スケジュール（1件） 

「第4回をもう少し早い時期（12月など）にすると準備しやすい」 

 

 

● 開発教育・国際理解教育実践報告フォーラムについて  
 

多い順に主な意見概要を示した。特徴は、「交流・つながり」＋「実践経験」がしっかり価値として認識されている一

方で、課題は「他者の実践を十分に見られないこと」「実践報告における聴衆の偏りの解消」に集約される。 

 

（良かった＝引き続き提供を希望する内容） 

① 交流・つながり・関係構築（5件） 

「参加者同士が知り合えるのがよい」「フォーラムを通して絆が深まった」「交流できたことが有意義で学びに」 

② 実践発表・ワークショップの機会（4件） 

「ワークショップを担当できたことが大きな学びになった」「フォーラムでの発表練習がありがたかった」 

③ 他者の実践・資料からの学び（3件） 

「他の受講者の実践を聞けて学びが深まった」「授業で使える資料をもらえてよかった」 

④ 柔軟な運営・対応（1件） 

「発表場所の配置など柔軟に対応してもらえてありがたかった」 
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Ⅸ 研修全体のふりかえり・評価  

 

 

（より良くするための提案や希望） 

① 他者の実践を聞く機会の拡充（9件） 

「もっと様々な実践を聞きたかった」「他の人の発表をもっと聞きたい」「ダイジェストやローテーションで多くの実践

を知れるとよい」 

② 発表形式・時間の改善（3件） 

「14分は長く感じるので短縮してもよい」「簡潔な発表形式もあってよい」 

③ 記録・共有・フィードバックの仕組み（3件） 

「動画で後から見られるようにしてほしい」「発表を録画してフィードバックできる仕組みがあるとよい」 

④ 聴衆の偏り（2件） 

「聞き手の人数にばらつきがあった」「誰も来ない発表があり気の毒に感じた」 

⑤ グルーピング・構成の工夫（2件） 

「校種で分けず混合でも面白いのでは」「名札に所属を書くと交流が広がる」 

⑥ 交流企画の明確化（1件） 

「ブースごとのテーマが分かりにくかったので明確にしてほしい」 

 

 

● ２回以上受講する効果として思うこと 
 

多い順に主な意見概要を示した。特徴は、 「深化（①）」×「つながり（②）」×「継続（③）」の3点が強く現れている

点にある。特に、1回目：手法の理解・実践、2回目以降：振り返り・応用・支援という 「段階的成長モデル」が明確に表

れている。 

 

① 学びの深化・再確認・ブラッシュアップ（14件） 

「学び直すことでさらに深めることができる／再確認できる」「学んだことの整理やブラッシュアップができる」「1回

目の学びを踏まえて、より深い実践につなげられる」 

② 仲間・ネットワークの拡大（9件） 

「新しい仲間が増える／新たな人脈ができる」「新しい受講者との関わりや交流が広がる」「過年度受講者と新規

受講者をつなぐことができる」 

③ モチベーションの維持・向上（6件） 

「開発教育に取り組むモチベーションが継続できる」「一人では続かないが、研修で実践への姿勢が高まる」「学び

続けることの大切さを実感できる」 

④ 実践力・応用力の向上（6件） 

「より深まった内容を実践できるようになる」「手法を自分のものとして使えるようになる」「様々なテーマで実践でき

るようになる」 

⑤ 見通し・計画性の向上（5件） 

「ゴールのイメージを持って参加できる」「年間の見通しや計画を立てられるようになる」 

⑥ 新たな気づき・多様な視点の獲得（5件） 

「新しい発見や気づきがある」「新しい受講者からの視点が学びになる」 

⑦ 知識・スキルの獲得・更新（4件） 

「新しい知識やスキルが得られる」「より新しい情報を学ぶことができる 
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